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　6月 27 日、水原総合体育館で「スポ＆レクフェスティバル」

が開催されました。

　会場内はフラフープやミニトランポリン、卓球やバドミントン

など体を動かすものから、大きなぬり絵や積み木など、話をしな

がら楽しめるものなどがたくさん用意されていました。中でも盛

り上がっていたのは大なわとび大会。1回でも多く跳べるように、

チーム全員で息を合わせ、跳んでいない人も大きな声で数を数え

ながら応援していました。

　おとなも こどもも
　　　みんなで　ジャンプ！！



平成 22年 8月号 23 平成 22年 8月号

　

出
生
率
は
低
下

　

出
生
数
は
、
平
成
19
年
が
３
４
６
人
、

平
成
20
年
が
３
３
２
人
と
減
少
し
て
い

ま
す
。
平
成
20
年
の
出
生
率
（
人
口
千

人
に
対
す
る
出
生
数
）
は
7
・
2
で
、

県
平
均
の
7
・
7
よ
り
低
め
と
な
っ
て

い
ま
す
。
新
発
田
保
健
所
管
内
平
均
は

7
・
4
で
し
た
。
平
成
21
年
で
は
、
お

よ
そ
２
９
９
人
で
す
の
で
、
さ
ら
に
出

生
率
は
低
下
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
合
計
特
殊
出
生
率
（
女
性
が

一
生
の
う
ち
で
何
人
の
子
ど
も
を
出
産

す
る
か
と
い
う
数
で
、
2
以
上
で
な
い

と
人
口
は
増
加
し
な
い
）
で
も
、
阿
賀

野
市
で
は
、
平
成
18
・
19
年
の
2
か
年

は
上
昇
傾
向
で
し
た
が
、
19
年
で
は
1
・

43
人
、
20
年
で
は
1
・
41
人
と
、
県
平

均
の
1
・
37
人
を
上
回
っ
て
い
る
も
の

の
若
干
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

死
亡
原
因
の
1
位
は
「
が
ん
」

男
性
は
3
人
に
1
人

女
性
は
4
人
に
1
人

　

死
亡
者
数
は
、
平
成
19
年
が
５
４
６

人
、
平
成
20
年
が
４
９
６
人
と
減
少
し

ま
し
た
が
、
平
成
20
年
の
死
亡
率
（
人

口
千
人
に
対
す
る
死
亡
数
）
は
10
・
8
で
、

県
平
均
の
10
・
5
よ
り
や
や
高
め
と
な
っ

て
い
ま
す
。
新
発
田
保
健
所
管
内
平
均

は
10
・
7
で
し
た
。

　

平
成
19
年
、
20
年
の
2
年
分
の
合
計

か
ら
死
因
別
の
割
合
を
み
る
と
左
表
の

よ
う
に
、
1
位
は
が
ん
で
28
％
を
占
め

て
い
ま
し
た
。
男
性
で
は
34
％
、
女
性

で
は
23
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
男
性
は

3
人
に
1
人
、
女
性
は
4
人
に
1
人
が
、

が
ん
で
死
亡
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

肺
が
ん
、
ト
ッ
プ
に
！

　

部
位
別
で
は
、1
位
が
肺
が
ん
（
20
％
）

で
、
胃
が
ん
を
抜
い
て
ト
ッ
プ
に
な
り

ま
し
た
。
2
位
が
胃
が
ん
（
19
％
）、
3

位
が
大
腸
が
ん
（
13
％
）
で
す
。
こ
の

3
つ
の
が
ん
で
、
が
ん
死
亡
の
5
割
を

占
め
て
い
ま
す
。　
　

　

男
女
別
で
は
、
男
性
の
1
位
は
肺
が

ん
（
25
％
）、
2
位
が
胃
が
ん
（
21
％
）、

3
位
大
腸
が
ん
（
13
％
）
で
し
た
。
女

性
の
1
位
は
胃
が
ん
（
16
％
）、
2
位
は

大
腸
が
ん
（
14
％
）、
3
位
は
す
い
臓
が

ん
（
13
％
）
と
肺
が
ん
（
13
％
）
で
し
た
。

　

2
位
は
「
心
疾
患
」

　

死
亡
原
因
の
2
位
は
心
疾
患
で
、

17
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
男
性

で
は
15
％
、
女
性
で
は
19
％
で
し
た
。

県
と
比
較
し
て
男
性
で
は
、
急
性
心
筋

梗
塞
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
位
は
「
脳
血
管
疾
患
」

　

3
位
は
、
脳
血
管
疾
患
で
16
％
で
し

た
。
女
性
で
は
、
脳
血
管
疾
患
は
心
疾

患
と
同
数
で
2
位
（
19
％
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
男
女
と
も
県
と
比
較
し
て
脳

出
血
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
の
状
況
で
は
、
40

歳
か
ら
60
歳
代
の
若
い
死
亡
者
が
23
％

を
占
め
、
脳
卒
中
の
発
症
状
況
で
も
若

い
年
代
が
30
％
を
占
め
ま
し
た
。

　

 

4
位
「
肺
炎
」、
5
位
「
不
慮

の
事
故
」　

6
位
「
自
殺
」

　　

4
位
は
肺
炎
で
10
％
、
5
位
は
不
慮

の
事
故
で
5
％
で
し
た
。
6
位
は
自
殺

者
で
4
％
、
年
々
増
加
傾
向
で
県
平
均

よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
40
歳
代
〜

60
歳
代
の
男
性
が
多
く
、
女
性
の
2
・

4
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
保
の
医
療
費
の
ト
ッ
プ
は

　

循
環
器
疾
患

　

平
成
21
年
5
月
分
の
国
民
健
康
保
険

の
疾
患
別
医
療
費
状
況
を
見
て
み
る
と
、

一
番
多
く
占
め
て
い
た
の
は
高
血
圧
や

脳
血
管
疾
患
等
の
循
環
器
疾
患
で
全
体

の
17
％
、
1
か
月
で
４
、０
０
０
万
円
か

か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
多
い
の
は
消
化
器
系
の
疾
患
で

13
％
、
3
位
は
精
神
疾
患
で
12
％
、
4

位
は
が
ん
で
11
％
で
し
た
。
が
ん
で
費

用
が
増
加
し
て
い
る
の
は
、
大
腸
が
ん
、

乳
が
ん
で
し
た
。

　

件
数
が
伸
び
て
い
る
疾
患
は
、
高
血

圧
、
糖
尿
病
、
統
合
失
調
症
で
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

運
動
・
食
事
な
ど
に
気
を
つ
け
て
病

気
を
予
防
し
、
元
気
で
長
寿
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
！　
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10.5

17年 18年 20年

阿賀野市

県平均

10.8

10.5
10.0

11.0

12.0

19年

県で毎年まとめている「福祉保健年報」と国民健康保険の医療費の状況から阿賀野市の
健康実態を分析しました。あなたの健康寿命を伸ばすための鍵は？
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16年

率

8

7.8
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7.6
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阿賀野市
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17％

がん
11％

精神疾患
12％
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8％

尿路性器
5％

神経系
5％

呼吸器系
4％

その他
20％

消化器系
13％

阿賀野市の健康実態（統計データから）

がん
23％

脳血管疾患
19％

肺炎
9％

不慮の事故
5％

老衰
4％

その他
21％

心疾患
19％

がん
34％

脳血管
疾患
13％

肺炎
11％

不慮の事故
4％

自殺
5％

その他
18％

心疾患
15％

胃がん
19％

肺がん
20％

大腸がん
13％

すい臓がん
10％

胆のうがん
3％

肝臓がん
6％

食道がん
5％

乳がん
1％

白血病
2％

その他
19％

子宮がん
2％
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30

男性

女性

出
生
率

男
性
の
死
因
別
死
亡
割
合

主
な
が
ん
の
部
位
別
死
亡
状
況

疾
患
別
医
療
費

死
亡
率

女
性
の
死
因
別
死
亡
割
合

が
ん
の
部
位
別
死
亡
状
況

胃
が
ん

肺
が
ん

大
腸
が
ん

食
道
が
ん

す
い
臓
が
ん

肝
臓
が
ん

胆
の
う
が
ん

白
血
病

乳
が
ん

子
宮
が
ん

（
平
成
21
年
5
月
国
保
診
療
分
）

そ
の
他

がん
28％

脳血管疾患
16％

肺炎
10％

自殺
4％

老衰
2％

心疾患
17％

その他
　 18％

不慮の事故
5％

死
因
別
死
亡
割
合
（
19
年
・
20
年
）

―阿賀野市の人口動態統計と医療費分析から―

　肺がん死亡者数、

　　　　部位別で１位に！

元気で長寿をめざす4つのポイント

●適度な運動習慣！● 定期的に健診を受け、

早期発見、早期治療！

● 減塩、バランス食、腹

八分目で適正体重！

●禁煙・分煙を実行！

※この記事に関する問い合わせは、健康推進課　☎ 62-2510（内線 610）へ
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　限られた行財政資源を「最小の経費で最大の効

果」に向け運用するため、現在行っている事務事

業について、「内容や手法またはそのあり方」「費

用対効果」などをチェックすることを「行政評価」

といいます。

　市では真に必要な行政サービスが提供できるよ

う抜本的な行財政改革が急務となっていることか

ら、今年度新しく「阿賀野市事業評価プロジェク

ト」を設置し、5月 25 日から 4日間、58 事業に

ついて事業評価を実施しました。

　事業評価プロジェクトによる、事業や施設の必

要性、事業効果などを審議した評価結果をお知ら

せします。

　プロジェクト委員は、市民代表 14 人（選任）

と職員 10 人で構成し、委員の多数意見を事業評

価結果としました。

　なお、この評価結果は、決定ではなく方向性と

して見いだしたもので、今後、事業担当課が結果

に基づいた改善策を講じ、事業や予算に反映する

ことになります。

事務事業名 担当課
評価結果

評価判定数
評価判定 主な理由およびコメント

防犯灯設置事業費 総務課
ＬＥＤ化と自治
会負担の検討
を付し「継続」

・コスト改善に向け、新設はＬＥＤに変えていくこと。
・ 集落内の防犯灯について、電気料の自治会負担を検
討されたい。

継続６
改善１

防災ステーション
維持管理費

総務課 「継続」
・ 防災資機材の中心的ストック施設であり、必要と認
める。

・「もっと活用すべき」という意見もある。　

継続６
廃止１

水防倉庫
維持管理費

総務課
老朽倉庫は
「廃止」

・廃止の条件として、地元の理解を得る必要がある。
・ 廃止判定以外でも、統合すべきという意見が多く、
倉庫の老朽化による改築・新築は不要である。（廃止
後の代替は市の空き施設利用で対応可能）

廃止３
改善２
継続２

市営バス
運行事業費

総務課
事業の効率
化「改善」

・ 全体的な経費削減と空車の減便で効率ある運行を要
する。

・運賃の値上げの意見者が 4人あり、検討されたい。

改善４
民間２
継続１

車両維持管理費 総務課
車両の効率
化「改善」

・ 市有車両全体の稼働率を調査し、適正な保有台数と
効率のよい利用方法を図る。

・ 付帯意見として、エコの観点から小型化あるいはハイ
ブリッド車の導入検討を要望する意見者が3人いる。

改善５
継続２

不用遊休財産処
分事務

財政課
情報提供を
拡充「継続」

・不用遊休財産の情報提供を積極的に行う。
継続４
廃止２
改善１

徴収事務費（税） 税務課
徴収の強化
「継続」

・徴収体制を強化し、納税義務の公平性確保を図られたい。
・ 滞納者への臨戸徴収の回数を増加することと、全庁
横断的な徴収体制の確立を図られたい。

継続７

定年退職者等再
登板支援事業

企画政
策課

目的達成の
手段となっ
ていない上
に、ニーズ
が少ないた
め「廃止」

・ 定年退職者の生きがい対策としての発想はよいが、
ニーズが少ないことや事業目的の遊休農地の有効活
用に至っていないことから廃止とする。
ただし、現在活動中の補助金は担保する。

・ 平成 22 年度の申し込み状況で判断するが、基本的
には廃止の方向とする。

廃止３
改善２
継続１

ふるさと阿賀野
市応援基金造成
費（通称「ふる
さと納税」）

企画政
策課

幅広いＰＲに
努め「継続」

・ 阿賀野市出身者のほか、観光客などにも積極的にＰ
Ｒを行うこと。

継続６

平成 22 年度
「阿賀野市事業評価プロジェクトによる事業評価結果」
をお知らせします

行 改革政阿賀野市の

■事業評価プロジェクト結果

■阿賀野市事業評価プロジェクト

事務事業名 担当課
評価結果

評価判定数
評価判定 主な理由およびコメント

市報発行事業
企画政
策課

内容の精査
と経費削減
に取り組み
「継続」

・ 市の重要課題をもっと取り上げ、情報公開と市民周
知を図る。

・ページ数の改善などで経費削減を図る。
・ 首都圏ふるさと会員への無料送付については、会員
の受け取り意思確認を行い、無駄を排除する。

継続６

消防管理費
消防本
部

分遣所の統
廃合を課題
とし「継続」

・ 消防救急機能の充実を図るため、分遣所の統廃合を
検討すること。

・ 署所数については、類似団体と比較した見直しが必
要。

継続５
改善２

歯科健診事業
健康推
進課

「継続」
・ 成人の受診率の向上につながる啓発活動と歯科教育
の充実を図られたい。

継続７

中学生生活習慣
病予防事業費

健康推
進課

成果を検証
する「改善」

・ データを取り、指導教育を実施することで、事業を
完結しているようだが、追跡調査などで成果（生活
習慣の改善状況）の検証が必要。

・保護者の教育や働きかけも必要。

改善４
休止１
継続２

各種検診事業費
健康推
進課

受診率向上
強化「継続」

・ すべての検診において、受診率向上のためのＰＲ強
化を図られたい。

継続６
改善１

ごみ収集箱設置
事業

市民生
活課

制度の見直し
（事業規模縮
小）「改善」

・ 地域の生活環境の整備は、市民の責務のひとつでも
あることから、新設以外の修繕や交換費用について
は、全額自治会負担とする。

改善４
継続３

明るい選挙推進
協議会

選挙管
理委員
会

協議会設置
効果が希薄
しており、次
年度「廃止」

・ 啓発活動など事業効果が薄れており、協議会の必要
性が乏しい。

・ 啓発活動は、協議会を設置しなくても市職員と選挙
管理委員会の対応で可能である。

廃止７

戦没者追悼式経費 福祉課
事業内容の
見直し「改善」

・ 事業目的の恒久平和の目的が達成されていない。一
般市民が参加しやすい方法や目的が達成できる事業
内容を検討し実施する。

・ 社会福祉協議会に事務委託する意見もあり、検討さ
れたい。

改善４
廃止１
民間１
継続１

やすだ児童クラブ 福祉課
次年度、閉
鎖「廃止」

・ 民間で受け入れる施設があり、次年度に閉鎖が妥当。
廃止５
民間１
改善１

すぎの子クラブ 福祉課 「民営化」

・ 民間の方が、効率的に運営できる。（施設を含めた譲
渡）

・行政運営では赤字から脱却できない。
・民営化に向け、相手方を模索されたい。

民間４
廃止１
改善２

コミュニティセ
ンター
瓢湖憩の家

福祉課
老朽化によ
り次年度中に
閉鎖「廃止」

・老朽化が著しく、改修費を勘案すると廃止が妥当。
・ 廃止しても代替施設は確保できる。（リズムハウス、
福祉会館など）

廃止６
休止１

高齢者コミュニ
ティセンター
ささかみ荘

福祉課
将来的には
「廃止」

・老朽化が著しく、改修費を勘案すると廃止が妥当。
・ 一時的に改修したとしても、際限なく修繕と改修が
続く施設であり、適正な時期に廃止。

廃止７

寝具乾燥消毒
サービス事業費

福祉課
ニーズが極少
次年度「廃止」

・ 利用者ニーズが極端に少なく、成果が得られていな
い。よって、事業の必要性に欠け廃止とする。

廃止４
改善２
継続１

老人生きがい対
策推進事業費

福祉課

公平性に欠
け、目的達成
済みのため
次年度「廃止」

・ サービスの受給者が限定されており、行政サービス
の公平性に欠けるため廃止。

・ 30 年以上も支援しており、目的は既に達成している。
廃止７

敬老会事業費 福祉課
事業内容の
見直し「改善」

・敬老会の事業内容を抜本的に見直す。
・ 節目の年齢にのみ記念品を贈る意見もあるので、検
討されたい。

改善６
廃止１
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事務事業名 担当課
評価結果

評価判定数
評価判定 主な理由およびコメント

認定農業者活動
支援事業費

農業委
員会事
務局

加入率向上
「改善」

・ 将来の中核農業者の育成支援は必要であるが、加入
率が 50％弱と低く、認定農業者会の存在意義を問う
意見もあることから、加入促進に努められたい。

改善４
廃止２
民間１

大豆乾燥調製施
設運営費

農林課
行政の役割
は終了
「民営化」

・ 行政の役割は終了しており、関係団体と協議を進め、
早期に無償譲渡が妥当。（廃止判定者も行政の役割は
終了したとの考えであり、施設の廃止ではない）

民間３
廃止２
改善１
継続１

農機具格納庫
維持管理費

農林課
行政の役割
は終了
「民営化」

・利用団体に譲渡した方が、効率的に運営できる。
・ 老朽部分を修繕したうえで、無償譲渡の方向で関係
団体と協議を進めること。（廃止判定者も行政の役割
は終了したとの考えであり、施設の廃止ではない）

民間３
廃止２
改善１
継続１

京ヶ瀬地区農産
物加工センター
運営費

農林課
施設の有効
利用
「民営化」

・ 完全民間運営の方が、施設を効率的、効果的に運用できる。
・ 民間による販売を前提として、地域の活性化と地場
産農産物の加工普及を図られたい。

民間 6
改善 1

公園維持管理費 建設課
維持管理方
法の見直し
「改善」

・ 自治会への維持管理委託で、有償と無償があり不公
平感があることから基準の策定と、基本的には集落
内公園は無償管理委託へ移行されたい。

・ 積極的にボランティアを募集し、経費削減に努められたい。
・それぞれの公園を精査し、廃止も検討する。

改善７

商店街活性化担
い手育成推進事
業費

商工観
光課

担い手育成
の目的は達
成「廃止」

・担い手育成の目的は達成された。
・ 活性化事業に転換するとしても、補助金交付期間の
設定と成果の検証が必要。

廃止４
改善２
民間１

安田商工会大売
出し事業補助金

水原商工会大売
出し事業補助金

商工観
光課

開催方法の
見直し「改善」

・ 地区別開催をやめ、市内を一元化した事業展開とす
ることで、補助金を交付することが適正。（大売出し
事業補助金の一本化）

・ 補助金交付期間を設定し、その都度効果の検証で更
新の有無を検討されたい。

廃止３
改善３
継続１
同数につき
統括（※1）
判断「改善」

安田まつり協賛
会補助金

京ヶ瀬まつり実
行委員会補助金

水原まつり実行
委員会補助金

商工観
光課

経費削減に
向けた「改善」

・ 事業効果の検証で、事業の最適化と経費削減を図る。
・ 協賛会および実行委員会への経費削減努力を促し、
補助金の削減を図られたい。

安・京・水
改善6・5・6
廃止1・2・1

観光協会支援事
業費

商工観
光課

補助金と人的
負担の「改善」

・ 補助対象基準を明確にし、補助金と市の人的負担を
見直しされたい。（役割の明確化）

・ 将来的には、行政に依存しない組織として存立されたい。
改善７

五頭山麓うらら
の森施設運営費

商工観
光課

「民営化」

・ 有益施設であり効率的、効果的な運営を考えれば民
営化が妥当である。民営化時期については、現在の
指定管理期間（平成 26年 3月）終了後、速やかに行
われたい。

民間４
改善３

宝珠温泉保養セ
ンターあかまつ
荘運営費

商工観
光課

「民営化」
・ 有益施設であり効率的、効果的な運営を考えれば民
営化が妥当である。民営化時期については、隣接施
設との調整があり 3年を目途に実施されたい。

民間７

学習支援教員配
置事業費
　－小学校
　－中学校

学校教
育課
教育セ
ンター

「継続」

・ 学力の均衡と基礎向上を図るうえからも必要な事業
であり、継続的に取り組まれたい。
・ 全校配置が望ましいとの意見や、教員の配置は国県
の責務である意見があることから、増員要望活動を
強化されたい。

継続６
改善１

教育相談員確保
事業費

学校教
育課
教育セ
ンター

「継続」

・ スクールカウンセラーとの連携を図り、相談事業の
充実を図られたい。〔提案：スクールカウンセラーに
相談しやすい環境づくり（学校外で定期的に活動）
などで、市の教育相談員の負担軽減が図られるので
はないか〕

継続５
改善２

この記事に関する問い合わせは、総務課 行政管理室 行政改革係へ　☎ 62-2510（内線 277・279）

事務事業名 担当課
評価結果

評価判定数
評価判定 主な理由およびコメント

教育指導主事確
保事業費

学校教
育課
教育セ
ンター

学校統廃合の
都度、指導主
事数の見直し
を付し「継続」

・ 現行体制で継続とするが、学校の統廃合により、指
導主事数の見直しが必要である。（意見：学校の自主
性を尊重し、大局的立場で指導に当たられたい）

継続５
改善２

笹神地区郷土資
料館費

生涯学
習課

開館日縮小
「改善」

・ 入館者が極少（平成 21 年度で 1日当り平均 3.3 人）
であり、開館コストが高いことから、開館日を縮小
すべき。
　 （意見：施設の老朽化が著しい上に、展示品管理や
誘客面でも条件が悪く、早期の移転が望まれる）

改善５
廃止２

市立図書館費
生涯学
習課

「継続」
・ 中央図書館としての機能充実と各種活動を継続して
取り組まれたい。

継続５
改善２

水原図書館費
生涯学
習課

規模縮小
「改善」

・臨時職員の業務分担を工夫し、経費削減を図る。
・段階的に縮小し、市立図書館の蔵書充実を図る。
・将来的には、市立図書館に統合されたい。

改善６
継続１

笹神図書館費

安田図書館費

生涯学
習課

規模縮小
「改善」

・ 簡易な図書室程度の機能とし、市立図書館の蔵書充
実を図る。

・将来的には、市立図書館に統合されたい。

改善５
継続２

サバイバルウオ
ーク事業
（H22 改名
「ふるさとウオー
ク事業」）

生涯学
習課

「継続」
・ボランティアと協力体制を強化し継続。
・ 募集定員割れが生じており、事業内容やニーズの把
握で参加者増を図られたい。

廃止２
休止２
継続２
改善１
同数につ
き統括判
断「継続」

文芸誌発行事業
生涯学
習課

効果が希薄
であり次年
度「廃止」

・ 市民ニーズ（投稿者数や購読者数）や事業効果が希
薄しており、市の支援は廃止し、自主活動とされた
い。

廃止５
民間１
改善１

水原文化協会
補助金
安田文化協会
補助金
笹神地区文化協
会補助金

生涯学
習課

統合と補助
金の明確化
「改善」

・ 市の芸術文化の充実と振興を図るうえでは、「市文化
協会」の設立は欠かせない。統合を促進されたい。

・補助金交付基準を早急に策定し明確化を図る。

水・安・笹
改善6・6・5
継続1・1・1
廃止0・0・1

笹神体育館費

水原総合体育館費

生涯学
習課

アウトソーシ
ングの検討を
付し「継続」

・ 今後も維持管理経費の削減に努め、適正管理を図ら
れたい。

・ 継続意見の中にも、指定管理者制度などアウトソー
シングへの移行意見も多く、検討を進められたい。

 笹・水
継続５・４
改善２・３

安田体育館費

京ヶ瀬体育館費

生涯学
習課

アウトソーシ
ングの検討を
付し「継続」

・ 今後も維持管理経費の削減に努め、適正管理を図ら
れたい。

・ 継続意見の中にも、指定管理者制度などアウトソー
シングへの移行意見も多く、検討を進められたい。

改善３
継続３
廃止１
同数につ
き統括判
断「継続」

相撲道場費
生涯学
習課

活用される
まで「休止」

・阿賀野高校相撲部の活動が再開されるまで休止。
休止４
廃止２
継続１

安野川水門公園費
生涯学
習課

河川占用期
間終了時に
「廃止」

・ 野球場としての利用価値や利用頻度が低く、河川占
用終了時（H30 年）に廃止とする。
・ 施設管理委託料と作業内容が適正か検討されたい。

廃止４
休止１
継続２

■阿賀野市事業評価プロジェクト

 〈事業評価結果集計〉

評価項目 事務事業数 評価項目 事務事業数

廃　止 １１ 改　善 ２１

民営化（※ 2） ６ 継　続 １９

休　止 １ 計 ５８

（※ 1）統括とは、プロジェクト委員長をいいます。

（※ 2） 本評価における「民営化」とは、同じ目的

の事業展開を前提に、民間などに施設や運

営を移管することをいいます。
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幸福祉 の
まちづくりに向けて 52

■ 

最
初
は
う
つ
む
き
加
減
で
し
た

が
、
だ
ん
だ
ん
背
筋
が
伸
び
、

す
て
き
な
姿
勢
に
変
わ
っ
て
い

き
ま
し
た
。

この記事に関する問い合わせは、フィンランドプロジェクト推進室へ  ☎ 61-2483（直通） 　

ワンポイント
シャキ！いき！健康法

～呼吸編～

☞ ポイント！

① 姿勢を正し、基本は口から吐いて、鼻から吸う

② 口をすぼめて、細く長く吐ききる

③  おなかの力を使って吐ききったら、鼻からたく

さん息を吸う

④  ①～③をくりかえし、３～５分続けましょう

誰でも
いつでも
どこでも

呼吸  口から吐いて 鼻から吸う！

シ
ュ
ー
ッ

背
筋
が
伸
び
、
姿
勢
も
よ
く
！

　

4
課
（
企
画
政
策
課
・
福
祉
課
・
健
康
推
進
課
・
生
涯
学
習
課
）

共
同
で
取
り
組
ん
で
い
る
元
気
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
普
及
を

進
め
て
い
る
「
シ
ャ
キ
！
い
き
！
健
康
法
」。
こ
れ
を
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
元
気
づ
く
り
教
室
の
参
加
者
に
体
験
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

元
気
づ
く
り

４
課
共
同
事
業

シ
ャ
キ
！
い
き
！
健
康
法

■ 

「
お
腹
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
…
」

指
導
を
受
け
な
が
ら
正
し
い
呼

吸
法
を
実
践
中
。

■  特に夜寝る前に「深い呼吸」を行うと、副交感神経が働いて眠りやすい状態を作り

出します。（睡眠薬がいらなくなったという喜びの声も多く聞かれます）

■ 正しい呼吸法はからだを芯から温め、新陳代謝をアップさせます。

■  体内の熱を上げることは、免疫力を高め、風邪等のウイルスから身を守り、健康的

なからだを維持することにつながります。

■  多くの酸素を体内に取り入れることで脂肪が燃焼されやすい状態をつくり、メタボ

リックシンドロームを予防します。

阿
賀
野
市
の     

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
よ
う

新

（
仮
称
）
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
制
定
に
向
け

グ
ル
ー
プ
別
会
議
を
継
続
開
催

昨年 12 月から公募委員と市職員により、協働のまち

づくりについての検討会議を開催しています。「まち

づくりの基本となる理念や原則」「市民参画や協働に

よる仕組みづくり」などをテーマに、ワークショップ

形式で毎回熱心な議論が行われています。

　

検
討
委
員
会
で
「
日

本
一
の
条
例
を
作
ろ

う
」
と
発
言
し
た
人
が

い
ま
し
た
。
そ
の
心
は

「
日
本
一
の
ま
ち
に
し

た
い
の
だ
」
と
察
し
、

感
動
し
ま
し
た
。
阿
賀
野
市
を
愛
す
る
心
が
大

き
く
膨
ら
め
ば
、
日
本
一
に
一
歩
一
歩
近
づ
け

る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ち
の
主
人
公
は
、
私
た
ち
市
民
で
す
。
市

民
が
居
心
地
の
良
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、

行
政
と
協
力
し
て
知
恵
を
出
し
合
い
、
ル
ー
ル

を
決
め
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
条
例
は
、
市
長
や
役
所
か
ら
の

要
請
で
な
く
、
一
市
民
の
発
案
で
動
き
だ
し
ま

し
た
。

　

私
が
こ
の
市
民
検
討
会
議
に
参
加
し
た
理
由

は
、「
市
民
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ
て
よ
り
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
」
と
い
う
こ
と
を
よ
く
聞
き
ま

す
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
ど
う
や
っ
て
連
携
す
る

の
だ
ろ
う
か
と
好
奇
心
を
持
っ
た
か
ら
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
で
毎
日
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
介
護
、
障
害
、
自
殺
、
い
じ
め
、
リ
ス
ト
ラ

等
々
の
問
題
。
こ
れ
ら
は
他
人
ご
と
で
は
な
い

問
題
で
あ
り
、
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
な
っ
て

も
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
阿
賀
野
市
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
考
え
、
こ
れ

ら
の
人
た
ち
の
意
見
の

出
し
や
す
い
条
例
に
な

れ
ば
と
自
分
も
勉
強
し

な
が
ら
、
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

検討委員紹介

坂井義道さん（城） 山川敦子さん（中ノ通）

検
討
会
議
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
は

「
連
携
・
協
力
、
行
政
運
営

の
原
則
、
条
例
の
位
置
付

け
等
に
つ
い
て
」

　

6
月
26
日
、
第
7
回
市
民
検
討

会
議
が
市
役
所
で
開
催
さ
れ
、「
連

携
・
協
力
、
行
政
運
営
の
原
則
、

条
例
の
位
置
付
け
等
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
に
は
な
じ
み
が

薄
く
、
と
て
も
難
し
い
内
容
だ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
多
く
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
発
表

　

各
グ
ル
ー
プ
内
で
発
言
の
あ
っ

た
内
容
を
共
有
す
る
た
め
、
グ

ル
ー
プ
別
に
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

◆ 

連
携
、
協
力
に
つ
い
て
、
市
は

す
べ
て
に
お
い
て
市
民
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
市

内
で
は
い
ろ
ん
な
団
体
が
あ
っ

て
、
そ
う
し
た
団
体
と
う
ま
く

連
携
す
れ
ば
も
っ
と
活
発
化
す

る
よ
う
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
そ

う
し
た
思
い
を
条
例
の
中
に
盛

り
込
ん
で
い
き
た
い
。

◆ 

行
政
運
営
や
法
令
順
守
な
ど
、

当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前

の
よ
う
に
書
い
て
、
少
し
物
足

り
な
さ
を
感
じ
た
の
で
、
自
分

た
ち
で
何
と
か
仕
掛
け
を
考
え

ら
れ
な
い
も
の
か
考
え
た
が
、

当
た
り
前
の
こ
と
を
き
ち
ん
と

う
た
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
な

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

◆ 

内
容
や
表
現
が
非
常
に
硬
い
と

い
う
意
見
が
あ
っ
た
の
で
、
も

う
少
し
、
市
の
独
自
性
や
私
た

ち
の
考
え
方
を
出
せ
る
よ
う
な

内
容
と
表
現
に
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

◆ 

条
例
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

４
・
５
年
で
見
直
す
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
毎
年
見
直
し
を

行
っ
て
、
市
も
成
長
し
条
例
も

成
長
す
る
よ
う
な
、
阿
賀
野
市

に
あ
っ
た
条
例
へ
と
少
し
ず
つ

完
成
さ
せ
て
い
き
た
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

前
回
議
論
を
行
っ
た
「
参
加
、

協
働
の
仕
組
み
」
に
つ
い
て
、
委

員
の
意
見
を
整
理
し
、
素
案
た
た

き
台
を
今
回
提
示
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
後
、
さ
ら
に
議
論
を
重
ね
、

条
例
素
案
を
作
成
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

市
民
検
討
会
議
を
開
催
し
ま
す

【
第
9
回
市
民
検
討
会
議
】

日
時
…
8
月
28
日
（
土
）
午
後
2
時
〜

場
所
…
市
役
所
1
階
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

※
会
議
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
企
画
政
策
課 

企
画
政
策
係　

☎
61
‐
２
４
８
３
（
直
通
）

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

市
民
検
討
会
議

【
第
9
回
市
民
検
討
会
議

日
時
…
8

場
所
…
市
役
所

※
会
議
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
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飲
食
店
や
弁
当
類
ま
た
は
惣
菜
類
を

販
売
し
て
い
る
施
設

　

左
記
の
１
〜
４
の
う
ち
、
１
つ
以
上

を
実
施
し
て
い
る
お
店
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

１  

健
康
に
配
慮
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供  

　

次
の
う
ち
１
つ
以
上
を
提
供

○
半
分
サ
イ
ズ
が
選
択
可
能

○
薄
味
対
応
が
可
能

○ 

野
菜
の
お
か
わ
り

可
能

２  

健
康
に
配
慮
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

　

次
の
う
ち
、
２
つ
以
上
を
提
供

○
低
カ
ロ
リ
ー
メ
ニ
ュ
ー

○
野
菜
た
っ
ぷ
り
メ
ニ
ュ
ー

○
バ
ラ
ン
ス
メ
ニ
ュ
ー

○
油
控
え
め
メ
ニ
ュ
ー

○
お
す
す
め
カ
ル
シ
ウ
ム
メ
ニ
ュ
ー

３ 

栄
養
情
報
の
提
供

　

次
の
う
ち
、
１
つ
以
上
を
提
供

○
栄
養
成
分
表
示

○ 

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
活
用
し
た

コ
マ
表
示

４  

健
康
に
配
慮
し
た
空
間
の
提
供

　

次
の
う
ち
、
１
つ
を
提
供

○
終
日
禁
煙　

○
完
全
分
煙

○
空
間
分
煙　

○
禁
煙
タ
イ
ム

○
禁
煙
フ
ロ
ア

　

新
潟
県
で
は
、
健
康
づ
く
り
支
援
店
を
募
集

し
て
い
ま
す
。　

　

健
康
づ
く
り
支
援
店
と
は
、
飲
食
店
な
ど
を

利
用
す
る
県
内
の
皆
さ
ん
に
、
健
康
に
配
慮
し

た
「
サ
ー
ビ
ス
」「
メ
ニ
ュ
ー
」「
情
報
」「
空
間
」

の
提
供
な
ど
を
行
い
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り

を
支
援
す
る
お
店
と
し
て
、
新
潟
県
（
ま
た
は

新
潟
市
）
が
指
定
し
た
お
店
で
す
。

　

指
定
要
件

①  お店ができる健康づくり支援

    の内容を決めます。

　   （指定要件１～４）

② 指定申請書を提出します。
※ 必要な添付書類とともに提出してく

ださい。

③  これであなたのお店も「健康づ

くり支援店」です！
※ ステッカーや、お店が取り組んでい

る健康づくりの支援内容を、お客さ

まに分かりやすいように表示してく

ださい。

申請内容の確認を行います。

指定をお知らせするとともに、ス

テッカー、支援マークを交付します。

県ホームページにお店の紹介を掲載

します。
※ ご希望に応じて、お店の写真や健康

づくり支援内容等を掲載します。

事前相談を受け付けます。

飲食店等のみなさん 新潟県（または新潟市）

健康づくり支援店に関する情報は、新潟県ホームページ「健康にいがた２１」をご覧ください。
　http://www.kenko-niigata.com/21
■問い合わせ・新発田地域振興局 健康福祉環境部 地域保健課　☎ 0254‐26‐9132
　　　　　　・健康推進課 健康づくり係　（内線 634）

指定までの流れ

健
康
づ
く
り

　
　
　
　
　

健
康
づ
く
り

　
　
　
　
　

を
募
集
し
ま
す

支

援

店

※ 

こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
目
印

で
す
。

　

対
象
施
設「ごずっちょ」

阿賀野市イメージキャラクター阿賀野市イメージキャラクター

ごずっちょのデザイン・着ぐるみの
使用ができます

「
ご
ず
っ
ち
ょ
」
Ｑ
＆
Ａ　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ご
ず
っ
ち
ょ
の
デ
ザ
イ
ン
を
使
用
す

る
場
合
、手
続
き
な
ど
は
必
要
で
す
か
？

　

ご
ず
っ
ち
ょ
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

は
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
使
用
い

た
だ
け
ま
す
。
た
だ
し
、
個
人
が
私
的
に
使
用

す
る
場
合
以
外
は
、
使
用
申
請
が
必
要
で
す
。

　

ご
ず
っ
ち
ょ
の
デ
ザ
イ
ン
を
使
用
し

て
商
品
を
作
っ
て
販
売
し
て
も
い
い
で

す
か
？　

デ
ザ
イ
ン
を
使
用
し
て
、
商
品
を
作

り
、
販
売
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
こ

の
場
合
も
同
じ
く
申
請
が
必
要
で
す
。
条
件

も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

ご
ず
っ
ち
ょ
の
デ
ザ
イ
ン
は
何
種
類

あ
る
の
で
す
か
？

　

全
26
種
類
あ
り
ま
す
。「
基
本
」
の

ほ
か
、「
白
鳥
」「
笑
顔
」「
登
山
」「
ハ

テ
ナ
」
な
ど
で
す
。

　

着
ぐ
る
み
は
、
だ
れ
で
も
借
り
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
か
？

　

着
ぐ
る
み
は
、
使
用
要
項
で
定
め
る

範
囲
で
、
申
し
込
み
に
よ
り
ど
な
た
で

も
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

使
用
料
は
無
料
で
す
が
、
使
用
申
請
は
必

要
で
す
。
保
育

園
、
学
校
、
自

治
会
、
実
行
委

員
会
等
が
実
施

す
る
イ
ベ
ン
ト

な

ど

で
「

ご

ず
っ
ち
ょ
」
を

使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
使
用
時
は
地
域
の
活
性
化
と
観
光

振
興
を
目
的
に
、
阿
賀
野
市
お
よ
び
「
ご
ず
っ

ち
ょ
」
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

着
ぐ
る
み
を
借
り
る
と
き
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
で
す
か
？

　

ま
ず
、
使
用
し
た
い
日
が
空
い
て
い

る
か
電
話
で
確
認
を
し
、
仮
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ご
ず
っ
ち
ょ
の
商
品
は
ど
ん
な
も
の

が
あ
る
の
で
す
か
？ 

購
入
で
き
る
も

の
は
あ
り
ま
す
か
。

　

ご
ず
っ
ち
ょ
の
グ
ッ
ズ
に
つ
い
て

は
、
市
で
作
成
し
た
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
が
あ
り
ま
す
。
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
夏

休
み
に
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

　

そ
の
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア

で
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
バ
ッ
ジ
、
玄
関
マ
ッ

ト
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
、
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
、

マ
グ
ネ
ッ
ト
、
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
、
貯
金
箱
、

ハ
ン
カ
チ
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
の
グ
ッ
ズ
が
誕

生
し
て
い
ま
す
。

　

癒い

や
し
系
キ
ャ
ラ
で
人
気
急
上
昇
中
の
阿
賀
野
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ご
ず
っ
ち
ょ
」。

地
域
の
活
性
化
と
観
光
振
興
の
た
め
活
動
を
始
め
て
１
年
以
上
が
経
過
し
、
市
内
を
は
じ
め
市

外
の
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
出
演
依
頼
も
来
る
な
ど
、
活
躍
の
場
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
で
「
ご
ず
っ
ち
ょ
」
の
デ
ザ
イ
ン
を
使
用
し
た
商
品

が
続
々
と
誕
生
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
「
ご
ず
っ
ち
ょ
」
の
デ

ザ
イ
ン
等
の
使
用
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　

A QQAA

A

A

A QQ

Q

Q
▼
8
月
7
日
（
土
）、
新
潟
ま
つ
り
の
パ
レ
ー
ド
に
「
ご
ず
っ
ち
ょ
」
も
参
加
予
定
で
す
。

■
担
当
窓
口

　

企
画
政
策
課 

企
画
政
策
係

　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線
２
８
８
）

　

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ごずっちょグッズ
市役所・農業歴史資料館、うららの森な
どで購入できるものもあります。
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　平成 22 年 9 月 1日から市の公共施設が敷地内禁煙になります。

　受動喫煙のない健康な阿賀野市をつくるには、利用する人、一人一人のご

理解とご協力がなにより大切と考えています。皆さんで取り組みましょう。

阿賀野市国民健康保険の医療費にも影響が…

　平成 22 年 5月分の高額医療に該当する件数

は 254 件、費用は 1億 2,000 万円かかってい

ます。そのうち、1人当たり 100 万円以上の

疾病は、18 件でした。

　悪性新生物の件数が一番多く、その中でも

たばこに関係の深い肺がんの医療費は 390 万

円でトップという現状です。そしてがんの死

亡状況でも、肺がんが第１位で 41 人（26％）

です。（広報 7月号に掲載）

　肺がんは喫煙年数が長いほど発症リスクが

高くなります。吸っている人の周りにいる受

動喫煙の人にも同じ影響があります。

　厳しい国保財政の改善や家庭の医療費の節

約にも関係することです。

　公共施設の敷地内禁煙を機会に、禁煙につ

いて考えてみませんか。

※ 敷地内禁煙とは、建物だけでなく敷地内も

含め全体的に禁煙とすることです。

※この記事に関する問い合わせは、健康推進課　☎ 62-2510（内線 621・623）へ

　敷地内禁煙に
　ご協力ください !!
　敷地内禁煙に
　ご協力ください !!

♥ 

ご
存
じ
で
す
か
？

　

男
女
平
等
推
進
相
談
室

　

新
潟
県
で
は
「
男
女
平
等
推
進
相
談
室
」

を
設
置
し
、
性
別
に
よ
る
差
別
的
取
り
扱
い

な
ど
の
相
談
に
無
料
で
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
弁
護
士
や
医
師

に
よ
る
特
別
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。（
特
別
相
談
は
予
約
が
必
要
）

◎
平
成
21
年
度
の
相
談
状
況

　

相
談
室
で
の
受
付
件
数
は
１
、
６
８
５
件

（
対
前
年
比
90
％
）
で
、
こ
の
う
ち
阿
賀
野

市
か
ら
の
相
談
件
数
は
、
26
件
（
対
前
年
比

１
７
３
％
）
で
し
た
。

◎
相
談
方
法
の
割
合

　

専
任
の
相
談
員
に
よ
る
相
談
は
、
82
％
が

電
話
、
17
％
が
来
所
に
よ
る
相
談
で
し
た
。

◎
相
談
者
別
件
数
と
割
合

　

相
談
者
の
内
訳
は
、
女
性
が
１
、２
３
５
件

で
全
体
の
73
％
と
多
く
を
占
め
ま
す
が
、
男

性
か
ら
の
相
談
も
３
４
３
件
あ
り
ま
し
た
。

◎
年
代
別
の
割
合

　

年
代
別
に
み
る
と
、
30
代
か
ら
の
相
談
が

最
も
多
く
、
全
体
の
29
％
を
占
め
ま
し
た
。

◎
相
談
内
容
別
件
数
と
割
合

　

相
談
内
容
で
は
、「
夫
婦
・
男
女
関
係
」
に

関
す
る
相
談
が
７
８
４
件
と
、
全
体
の
47
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
中
で
も
「
離
婚
」
に
関
す

る
相
談
が
最
も
多
く
、
４
１
０
件
で
し
た
。

「
ほ
っ
と
し
た
」「
す
っ
き
り
し
た
」

　

相
談
後
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
口
に
す

る
言
葉
で
す
。「
相
談
に
行
く
前
は
頭

の
中
が
混
乱
し
て
、
ひ
た
す
ら
悶
々
と

考
え
て
い
た
。
話
し
て
み
た
ら
頭
が
整

理
さ
れ
、
心
が
軽
く
な
っ
た
」
と
言
う

の
で
す
。
そ
れ
は
、
一
人
で
抱
え
込
ん

で
い
た
も
の
を
手
放
す
こ
と
が
で
き

た
解
放
感
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
誰
に
も
話
せ
な
い
…
」

「
誰
に
話
せ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い

…
」。
そ
ん
な
時
こ
そ
、一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
電
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
男
女
平
等
推
進
相
談
室

　

 

新
潟
市
中
央
区
上
所
2
‐
2
‐
2

　

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
3
階

　

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
６
６
０
５

　

月
〜
金
曜 

午
前
11
時
〜
午
後
5
時
30
分

　

土
曜 　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

男女共同
参画コラムコラムコラムコラム

【問い合わせ】
企画政策課 男女共同参画推進係
☎ 62-2510（内線 286）

kikaku@city.agano.niigata.jp

ハ
ガ
キ
、
メ
ー
ル
等
で
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
は
市
役
所
、
支
所
等
の

公
共
施
設
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。

市
長
へ
の
た
よ
り

ご
み
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ

プ
）
の
収
集
に
つ
い
て

　

現
在
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収

は
常
識
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
出
し
日
は
あ
る
の
に
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
日

が
な
い
の
で
た
ま
る
ば
か
り
で
す
。
近
く
に

集
め
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
も
収
集
で
き
る
よ
う
に
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。  

（
6
月
15
日
受
付　

匿
名
）

　

    

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
収
集
に
つ
い

て
は
、
水
原
・
京
ヶ
瀬
・
笹
神
地
区
で
は
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」
に
分
別
し
再
資

源
化
し
て
い
ま
す
。
一
方
、安
田
地
区
は
「
燃

や
せ
る
ご
み
」
に
分
別
し
最
終
的
に
は
焼
却

処
分
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
地
区
で
取
り
扱
い
が
異
な
る

の
は
、
本
市
が
合
併
前
か
ら
焼
却
施
設
を
別

に
し
、
分
別
区
分
も
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で

行
っ
て
い
る
か
ら
で
す
が
、
今
後
は
分
別
区

分
の
市
域
統
一
化
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
び
、「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

を
集
め
る
場
所
が
な
い
の
で
困
る
」
と
の
ご

指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
現
在
、
市
と

し
て
回
収
拠
点
を
整
備
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
前
記
の
処
理
区
分
で
処
理
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ

プ
の
分
別
回
収
推
進
の
立
場
か
ら
、
今
年
度
、

安
田
地
区
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回

収
を
試
験
的
に
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
回

収
拠
点
は
安
田
支
所
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
詳
細
等
は
今
後
、
市
広
報
紙
を
通
じ
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ー
パ
ー
等
の
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
独
自
回

収
を
行
っ
て
い
る
事
例
も
見
ら
れ
ま
す
が
、

資
源
の
保
全
や
有
効
活
用
、
再
資
源
化
は
社

会
全
体
あ
る
い
は
全
世
界
で
取
り
組
む
べ
き

共
通
テ
ー
マ
で
す
。
市
と
し
て
も
、
市
民
や

事
業
者
の
意
見
を
反
映
し
た
環
境
政
策
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
に
つ

い
て

　

何
年
か
前
に
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
が
中

止
に
な
り
、
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

先
日
、
友
だ
ち
か
ら
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
が

で
き
た
か
ら
、
ま
た
接
種
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
7
歳
半

ま
で
の
子
ど
も
だ
け
が
無
料
で
、
7
歳
半
を

過
ぎ
る
と
有
料
に
な
り
ま
す
。
み
ん
な
無
料

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

   

（
７
月
１
日
受
付　

匿
名
）

　　

平
成
17
年
5
月
か
ら
積
極
的
な
勧
奨
を

行
っ
て
い
な
か
っ
た
日
本
脳
炎
の
定
期
予
防

接
種
で
す
が
、
平
成
22
年
4
月
か
ら
は
3
歳

に
な
る
幼
児
を
対
象
に
積
極
的
勧
奨
を
再
開

し
、
1
期
対
象
（
生
後
6
か
月
か
ら
7
歳
半
）

に
な
る
乳
幼
児
・
児
童
に
対
し
接
種
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
7
歳
半
を
超
え
た
児

童
や
２
期
対
象
（
9
歳
か
ら
13
歳
未
満
）
の

児
童
へ
の
接
種
に
対
し
て
、
秋
を
め
ど
に
今

後
の
接
種
方
針
を
示
す
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
7
歳
半
を
超
え
た
児
童
や
２
期
対
象

の
児
童
に
積
極
的
勧
奨
が
再
開
さ
れ
た
場
合

は
、
対
象
と
な
る
方
々
へ
の
個
別
通
知
や
広

報
紙
等
に
よ
り
ご
案
内
し
ま
す
。

　

な
お
、
予
防
接
種
法
で
は
対
象
年
齢
を
過

ぎ
た
予
防
接
種
は
「
任
意
接
種
」
と
な
り
ま

す
。
任
意
接
種
は
、
有
料
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
万
が
一
重
い
副
反
応
が
生
じ
た
場
合

の
補
償
制
度
が
定
期
予
防
接
種
と
異
な
る
た

め
、
国
の
方
針
決
定
後
に
接
種
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
脳
炎
の
発
生
状
況
で
す
が
、

近
年
の
患
者
は
年
間
数
人
で
主
に
中
高
齢
者

で
す
。
過
去
11
年
間
に
61
件
の
発
生
が
あ
り

ま
し
た
が
、
大
部
分
は
九
州
・
沖
縄
地
方
お

よ
び
中
国
・
四
国
地
方
で
発
生
し
て
お
り
、

そ
の
他
の
地
域
で
の
発
生
は
非
常
に
ま
れ
で

新
潟
県
で
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
脳
炎
は
主
に
コ
ダ
カ
ア
カ
イ
エ
カ

（
水
田
等
に
発
生
し
、
日
没
後
活
動
が
活
発

化
し
ま
す
）
が
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
豚
な
ど
を
刺
し
、
そ
の
後
に
人
を
刺
す

こ
と
に
よ
り
感
染
し
ま
す
。
蚊
に
刺
さ
れ
る

ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
ガ
（
日

中
に
活
動
し
、
お
墓
ま
い
り
や
キ
ャ
ン
プ
時

な
ど
で
主
に
刺
さ
れ
ま
す
）
や
ア
カ
イ
エ
カ

（
主
に
夜
、
散
歩
や
寝
て
い
る
時
に
刺
さ
れ

ま
す
）
で
コ
ダ
カ
ア
カ
イ
エ
カ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
予
防
の

た
め
日
没
後
は
蚊

よ
け
剤
の
使
用
等

に
よ
り
蚊
に
刺
さ

れ
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
・
提
言
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
市
長
が
す
べ
て

目
を
通
し
、
担
当
課
で
回
答
案
を
作
成
し
、

市
長
の
確
認
後
、
本
人
に
回
答
し
ま
す
。
匿

名
で
い
た
だ
い
た
も
の
に
つ
い
て
も
、
す
べ

て
目
を
通
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
は
、
専
用
ハ
ガ
キ
（
市
内
21
か
所

の
施
設
に
設
置
）
の
ほ
か
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
投
稿
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.a

g
a
no.niig

a
ta
.jp/

■
リ
サ
イ
ク
ル
工
程

　ペットボトルのキャップはポリプロピレン（ＰＰ）とい
う材質であり、ペットボトル容器の材質とは異なります。
　容器包装リサイクル法では、製造事業者にリサイクル
が義務付けられています。

リ
サ
イ
ク
ル
専
門
業
者

回
収
業
者
に
引
き
渡
し

処
理

「
粉
砕
・
洗
浄
・
再
原
料
化
」

製
品
に
加
工

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

回
収
ボ
ッ
ク
ス



平成 22年 8月号 1415 平成 22年 8月号

大会名： 平成 22 年度長野県高等学

校総合体育大会（県大会）

日　程：6 月 5 日（土）～ 6日（日）

成　績：団体戦・組手、形　優勝

　　　　個人戦・組手　優勝

※ 水原中学校出身で、現在、松商学

園高校（長野県）3年生の松尾若奈

選手は、8月に沖縄県で開催される

インターハイ（第 37回全国高等学

校空手道選手権大会）で個人戦・組

手、団体戦・組手に出場します。

【大会に向けてひとこと】

　「松商学園で女子主将をしています。

県大会、北信越大会と優勝することが

でき、この勢いでインターハイ個人組手、

団体組手とも優勝目指して頑張ります」

大会名： 第 10 回全日本少年少女空手道選手権大会新潟県予選会

日　程：6 月 6 日（日）

会　場：長岡市みしま体育館

成　績：小学 4年　女子・形

　　　　　優勝　髙木乙羽さん（組手・5位）

　　　　小学 5年　女子・組手

　　　　　準優勝　小熊咲季さん

※  2 選手は、8月 7 日～ 8 日に東京武道館で開催される第 10 回全

日本少年少女空手道選手権大会に出場します。

【大会に向けてひとこと】

（髙木選手）「全国大会で今年こそベスト 8に入り、優勝を目指した

　　　　　　いです」

（小熊選手）「全国大会の目標は優勝です。負けてもいい経験になる

　　　　　　と思うので、一生懸命頑張ります」

　　　おめでとう！　全国大会出場決定Sports 

大会名：第 7回市民ナイターソフトボール大会

開催日：6 月 5 日～ 7月 3日（29 日間）

会　場：水原野球場

結　果：優　勝　若葉町チーム

　　　　準優勝　白鳥通りチーム

　　　　３　位　砂押Ａチーム・停三チーム

※ 昨年度より 5 チーム多い 41 チームが参加し、

熱戦が繰り広げられました。若葉町チームは 3

連覇を達成、通算 5回目の優勝です。

大会結果

髙木乙羽さん

拳神会
（空手）

水空会
（空手）

水空会出身
　　（空手）

小熊咲季さん 松尾若奈さん

新
潟
県
東
部
産
業
団
地
の
分
譲

に
貢
献
し
た
こ
と
に
よ
り
、
新
潟
県

企
業
局
か
ら
㈱
ク
ボ
製
作
所 

佐
藤

十
九
一
社
長
に
7
月
14
日
、
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

㈱
ク
ボ
製
作
所
が
平
成
19
年
に
当

団
地
で
操
業
し
て
以
来
、
佐
藤
社
長

は
取
引
先
企
業
は
も
ち
ろ
ん
、
市
内

外
の
企
業
に
対
し
、
積
極
的
な
当
団

地
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
き

ま
し
た
。

そ
の
功
績
に
よ
り
、
新
規
の
雇
用

創
出
を
は
じ
め
、
市
内
経
済
の
活
性

化
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 株

式
会
社
ク
ボ
製
作
所

に
感
謝
状
を
贈
呈

企
業
誘
致
活
動
に
貢
献

寄付紹介

　

ダ
ウ
・
ケ
ミ
カ
ル
日
本
㈱
の
役
員
と
、

女
堂
で
化
学
薬
品
を
製
造
し
て
い
る
同
グ

ル
ー
プ
の
ロ
ー
ム
・
ア
ン
ド
・
ハ
ー
ス
電

子
材
料
㈱
の
サ
イ
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
工

場
長
）
が
来
庁
し
、
市
内
の
小
中
学
校
に

マ
リ
ン
バ
や
テ
ィ
ン
パ
ニ
ー
な
ど
楽
器
4

台
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
３
セ
ッ
ト
の
寄
付
目
録
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

楽
器
の
寄
贈
を
受
け
た
笹
神
中
学
校
吹

奏
楽
部
か
ら
は
、
７
月
に
出
場
し
た
下
越

地
区
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
曲
を
練
習

し
て
い
る
様
子
を
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
に
収
録

し
、
感
謝
の
気
持
ち
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ダ
ウ
・
ケ
ミ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
で
は
、

企
業
理
念
に
地
域
で
の
継
続
的
発
展
と

地
域
貢
献
を
掲
げ
、
水
辺
環
境
の
保
護

や
清
掃
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
大
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

●
Ｊ
Ａ
さ
さ
か
み

楽
器
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
寄
付

●
ダ
ウ
・
ケ
ミ
カ
ル
グ
ル
ー
プ

　

7
月
9
日
、
Ｊ
Ａ
さ
さ
か
み
清
田
壽

一
組
合
長
が
来
庁
し
、
7
月
7
日
に
開

催
し
た
Ｊ
Ａ
さ
さ
か
み
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
８
６
、
５
０
０
円

を
、
福
祉
目
的
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ゴ
ル
フ
大
会
は
今
年
で
17
回
を

数
え
、
Ｊ
Ａ
組
合
員
相
互
や
生
協
な
ど

Ｊ
Ａ
の
友
好
団
体
と
の
交
流
を
深
め
る

た
め
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

叙勲・表彰

旧
京
ヶ
瀬
村
の
村
議
会
議
員
と
し

て
、
昭
和
58
年
5
月
か
ら
平
成
16
年
3

月
ま
で
、
平
成
16
年
4
月
か
ら
10
月
ま

で
は
阿
賀
野
市
議
会
議
員
と
し
て
、
通

算
6
期
21
年
6
か
月
に
わ
た
り
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
村
議
会
副
議

長
お
よ
び
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員

長
、
阿
賀
北
広
域
組
合
議
会
議
員
な
ど

の
要
職
を
歴
任
し
、
村
政
の
進
展
に
ご

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
7
月
1
日
、
杉
山
孫
市
さ
ん
代
理

受
領
）

故
・
杉す

ぎ

や

ま山
寅と

ら

治じ

さ
ん
（
下
里
）

〜
長
年
に
わ
た
る
功
績
に

　
　
　
　

贈
ら
れ
ま
し
た
〜

叙
勲
受
章
・
地
方
自
治
に
尽
力

す

ぎ

や

ま

と

ら

じ

旭
日
単
光
章

昭
和
46
年
旧
水
原
町
消
防
団
に
入

団
。
以
来
今
日
に
至
り
、
現
在
も
市
消

防
団
長
と
し
て
、
市
民
の
生
命
、
身
体
、

財
産
を
災
害
か
ら
守
る
郷
土
愛
護
精
神

に
基
づ
き
、
消
防
活
動
、
火
災
予
防
思

想
の
普
及
に
献
身
的
に
尽
力
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

現
阿
賀
野
市
消
防
団 

団
長　

　

涌わ

く

井い

政ま

さ

太た

郎ろ

う

さ
ん(

天
神
堂)

平
成
22
年
度
消
防
功
労
者

総
務
大
臣
表
彰
受
賞

　

市
消
防
団
組
織
の

　
　

充
実
・
強
化
に
尽
力

感謝状

左から佐藤社長、佐藤新潟県企業局次長
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放
水
止
め
〜
〜
！

地
区
支
会
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

　

7
月
4
日
、
新
潟
県
消
防
協
会
三

市
北
蒲
原
地
区
支
会
ポ
ン
プ
操
法
競

技
会
が
、
胎
内
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

阿
賀
野
市
を
代
表
し
て
笹
神
第
3

分
団
第
2
部
（
上
高
関
・
上
蔵
野
・
長

起
・
上
西
野
地
区
）
が
出
場
し
、
健
闘

の
結
果
、
第
３
位
の
成
績
を
収
め
ま

し
た
。第 15 回首都圏京ヶ瀬会

　

7
月
11
日
、
東
京
・
上
野
で
首
都
圏

京
ヶ
瀬
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
招
待

者
・
会
員
な
ど
、
１
３
２
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
京
ヶ
瀬
中
学
校
の

森
校
長
よ
り
、
中
学
校
の
歴
史
や
、
今

の
中
学
校
の
様
子
な
ど
が
細
か
く
説
明

さ
れ
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ
た
皆
さ
ん
も

懐
か
し
く
思
い
、
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
15
回
目
の
節
目
に
あ
た
る
こ

と
か
ら
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
出
演
者

は
、
落
語
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、
津
軽
三

味
線
、
新
舞
踊
な
ど
多
彩
な
顔
ぶ
れ
と

な
り
ま
し
た
。
懇
親
会
は
恒
例
の
京
ヶ

瀬
中
学
校
歌
の
合
唱
と
京
ヶ
瀬
甚
句
で

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
、
来
年
の
新
年
会

で
の
再
会
を
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

離れても、心にはふるさと

飛
び
出
し
は
絶
対
に
し
ま
せ
ん

園
児
交
通
安
全
教
室

本
と
あ
そ
ぼ
う
！

全
国
訪
問 

お
は
な
し
隊

　

7
月
2
日
、
絵
本
を
積
ん
だ
キ
ャ
ラ
バ

ン
カ
ー
が
水
原
公
民
館
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。（
講
談
社
事
業
）

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
は
6
月
29
日
か
ら

新
潟
県
内
を
巡
回
中
。
積
ん
で
あ
る
本
は

５
５
０
冊
で
、
6
月
に
入
れ
替
え
ら
れ
た

ば
か
り
。
見
学
に
や
っ
て
き
た
市
内
幼
稚

園
・
保
育
園
の
園
児
た
ち
は
「
こ
の
本
、

保
育
園
に
も
あ
る
よ
！
」「
見
て
！
こ
ん
な

本
み
つ
け
た
！
」
と
、
た
く
さ
ん
の
本
を

前
に
目
を
輝
か
せ
、
お
気
に
入
り
の
本
を

何
度
も
読
ん
だ
り
、
友
だ
ち
と
読
み
あ
っ

た
り
、
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

瓢
湖
を
き
れ
い
に

空
き
缶
・
ご
み
拾
い
清
掃
活
動

　

6
月
27
日
、「
命
を
守
る
Ｃ
型
肝
炎
新
潟

の
会
」
会
員
が
瓢
湖
で
空
き
缶
拾
い
や
ご
み

拾
い
な
ど
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

市

内
や
下
越
地
区
に
住
む
会
員
17
人
が
参
加
。

一
人
一
人
が
大
き
な
ご
み
袋
と
ご
み
ば
さ
み

を
持
ち
、
瓢
湖
の
外
周
を
回
り
ま
し
た
。

　

こ
の
社
会
奉
仕
活
動
は
、
同
会
の
活
動

が
地
域
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝

し
、
会
員
ら
も
清
掃
活
動
を
通
じ
地
域
に

貢
献
し
た
い
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

五
泉
市
か
ら
参
加
し
た
久
保
田
さ
ん
は

「
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
奉
仕
活
動
を
通
じ
、
少
し
で
も
会

を
知
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

〝
キ
キ
ー
ッ
！
〞
水
原
総
合
体
育
館
前
に

響
き
渡
る
ブ
レ
ー
キ
音
。
走
行
し
て
き
た

車
の
前
に
飛
び
出
し
た
ダ
ミ
ー
人
形
の
体

が
、あ
っ
と
い
う
間
に
地
面
に
倒
れ
ま
す
。

　

6
月
21
日
と
24
日
に
市
内
の
幼
稚
園
・
保

育
園
児
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
教
室
が
行

わ
れ
、
交
通
ル
ー
ル
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

阿
賀
野
警
察
署
員
か
ら
「
事
故
に
あ
う

と
痛
い
だ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
や

周
り
の
人
が
と
て
も
悲
し
い
思
い
を
し
ま

す
。
絶
対
に
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
」
と
の
話
が
あ
る
と
、
園
児
た
ち

は
大
き
な
声
で
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

４
回
目
の
入
選
！

第
84
回 

国
展
（
工
芸
部
門
）

　

第
84
回
国
展
に
藤
岡
あ
ゆ
み
さ
ん
（
中
央

町
）
の
作
品
「
雨
の
日
」
が
入
選
し
ま
し
た
。

　

入
選
は
な
ん
と
今
回
で
4
回
目
。「
1
年

に
1
回
の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
の
で
年
間

を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
構
想
を
練
っ
て
い
き

な
が
ら
、
ひ
と
つ
に
し
ぼ
っ
て
い
く
」
中
で

今
回
の
作
品
も
生
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

　

見
た
人
の
心
を
つ
か
む
藤
岡
さ
ん
の
作
品
。

染
物
は
の
れ
ん
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
た
め
、

「
こ
ん
な
作
品
が
で
き
る
の
か
」
と
驚
か
れ
る
こ

と
も
多
い
と
か
。
次
回
作
も
楽
し
み
で
す
ね
。

五頭山麓うららの森「蛍コンサート」

　

7
月
3
日
、
う
ら
ら
の
森
で
は
、

オ
カ
リ
ナ
奏
者
の
五
十
嵐
正
子
さ
ん

に
よ
る
「
蛍
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
（
主
催
・
㈲
ゆ
う
き
企
画
）。

　

会
場
と
な
っ
た
情
報
発
信
館
に
は

１
０
０
人
を
超
え
る
観
客
が
集
ま
り
、

オ
カ
リ
ナ
の
や
さ
し
い
音
色
に
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
会
場
を
屋
外
へ
移
し
て

蛍
の
観
賞
会
。
真
っ
暗
な
闇
に
数
十

匹
の
蛍
が
舞
う
中
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏

も
行
わ
れ
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
参

加
者
た
ち
も
大
満
足
。「
き
れ
い
だ
ね
」

「
蛍
が
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
ね
」
と
夏

の
一
夜
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ほーたるこい♪

消
防
団
活
動
に
協
力
を
！

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
を
交
付

　

6
月
28
日
、
株
式
会
社
帆
苅
組
（
帆
苅
信

雄
代
表
取
締
役
）
に
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
認

定
基
準
に
適
合
し
て
い
る
事
業
所
等
の
申

請
に
基
づ
き
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
同
社

が
阿
賀
野
市
第
1
号
の
認
定
事
業
所
で
す
。

　

同
社
で
は
現
在
、
市
外
を
含
め
5
人
の

消
防
団
員
が
勤
務
し
て
お
り
、
消
防
団
員

が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
ほ
か
、

災
害
時
の
資
機
材
の
提
供
な
ど
で
も
積
極

的
に
協
力
し
、
地
域
の
防
災
体
制
の
強
化

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
活
動
に
協
力
し
て
い
る
事
業
所

等
は
、ぜ
ひ
消
防
本
部
で
申
請
手
続
き
を
！

入選作品入選作品入選作品入選作品入選作品入選作品入選作品入選作品入選作品入選作品入選作品入選作品 日日」」

平成 22年 8月号平成 22年 8月号
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問い合わせ＝健康推進課 ☎ 62-2510

　

　平成 22 年 4月に開設された阿賀野市地域

活動支援センター「どれみハウス」を皆さ

んご存じですか？

　精神障害がある人や、その家族が、自宅

以外でやすらげる場として精神障害者家族

会『さくらの会家族会』と精神保健福祉ボ

ランティア『ピース』が中心となって立ち

上げました。

　

　

　開設して 4か月がたち、次第に利用者も

増えてきました。この「どれみハウス」は、

好きな時に好きなことをして過ごす場所で

す。ボランティアとおしゃべりやお茶を楽

しむ人、書道やぬりえなどにいそしむ人、

昼寝をする人など思い思いにすごし、笑顔

で帰っていきます。

　最初は 1～ 2 時間位で帰ってしまう人が

多かったのですが、最近ではお昼ご飯を持

参し、1日利用する人も増えてきました。

　毎月第 2日曜には、食事会が開かれます。

ボランティアと一緒に食事づくりをする人、

おいしい食事ができあがるのを楽しみに

待っている人とさまざまですが、みんなで

同じ食事をとり、普段と違った楽しいひと

時を過ごしています。みんなで力を合わせ

て作る食事はとってもおいしいです。何を

作るかも利用者の皆さんと相談しながら決

めています。

　今後は、バスでの日帰り旅行などのイベ

ントも計画する予定です。

《開所日》　

　・ 水曜を除く月～金曜、午前 10 時～午後

4時　

　・ 第 2日曜および第 4土曜、午前 10 時～

午後 3時

《利用料》

　・1回 50円（お茶代として）

　・ 食事会は 1人 300 円（3日前までに申

し込みが必要です）

《連絡先》

　・どれみハウス専用携帯電話　

　　　☎ 090‐3132‐4807

　・健康推進課 保健師　☎ 62‐2510

＊見学も随時受け付けています。( 無料 )

＊駐車場は、市役所駐車場を利用ください。

阿賀野市地域活動支援センター

「どれみハウス」
が開設されました

阿賀野市地域活動支援センター

「どれみハウス」
が開設されました

みんなで遊びに

きてね！

「どれみハウス」をご存じですか？

思い思いに楽しんでいます

食事会を開催

どれみハウス

市役所

阿賀野

警察署

保健
センター

かつ太

ベルラ
イム

位置図

どれみ
ハウス

水原駅

国道 49 号

阿賀野市体育協会阿賀野市体育協会
　はじめまして！ 8 月号から「広報あがの」へ仲間入りした阿賀野市体育協会です。私たちは、

各種スポーツ団体で組織し、スポーツ活動を通じて、市民の体力の向上と、健全な心身の発

達を図ることを目的として活動しています。  

　また市民の皆さんが参加できる大会や教室の運営も行っています。「広報あがの」を通じて

大会・情報等を案内しながらスポーツ振興を深めて行きたいと思っています。どうぞ、よろ

しくお願いします。

■第 7回市民グラウンド・ゴルフ大会：6月 6日（日）開催

★団体の部　優勝：外城チーム

★個人の部　優勝：熊倉ナツヱ

■第 9回阿賀野市バドミントン大会：6月 27 日（日）開催

★ Aクラスダブルス　１位：田中俊哉・斉藤佳祐（初花）

★ Bクラスダブルス　１位：星山和男・江口清（微塵子倶楽部）

★ Cクラスダブルス　１位：渡辺真二・披田野翔平（GOZU クラブ）

★ Dクラスダブルス　１位：渡辺莉子・本間由美子（新発田アトム）

★ Aクラスシングルス　１位：斉藤佳祐（初花）

★ Bクラスシングルス　１位：斉藤光（新発田中央高）

★ Cクラスシングルス　１位：神林典子（腹黒会）

SPORTSSPORTSみんなのスポーツを応援します！
問い合わせ

（大会、講習会、教室の申し込みなど）

阿賀野市体育協会事務局
水原総合体育館内　☎ 62‐0656

スポーツ少年団

　寺社ビッグファイターズ

頑張りま
した !!

　5 月 8 日（土）に城ノ内野球場で行

われた下越地区スポーツ野球大会 北

新・村岩ブロック予選大会の Cブロッ

クで優勝し、下越大会に出場しました。

結果は黒川サンダース（胎内市）に惜

しくも３対２で負けてしまいましたが、

阿賀野市スポーツ少年団野球チーム代

表として頑張りました。来年度の県大

会、全国大会出場に向けて Let's go!!

お詫びと訂正

　阿賀野市体育協会だより第 7号の「平

成 21 年度賛助会員法人名簿」（3ページ）

内に「オオカワヤ」の記載がもれていまし

た。お詫びして訂正します。

日程等が変更になる場合が
あります。詳しくは事務局
でご確認ください。

　6月 20 日に小木城山公園（佐渡市）で行われた第 22 回新

潟県スポーツフェスティバル「グラウンド・ゴルフ 個人の部」

で、髙橋ミチさん（金田町）が女子第 1位となりました。

　髙橋さんはグラウンド・ゴルフを始めて７年目。４年前か

ら心臓ペースメーカーを装着しているそうですが「体力づく

りのためにも」と、ずっと続けているそうです。

　今回の大会は 420 人が参加。「まさか自分が優勝できるとは

思っていなかった」とのこと。さらに今回はホールインワンを

４ホール決め、今まで3ホールだった大会記録を更新しました！

おめでとうございます！

グラウンド・ゴルフって？
　専用のクラブ、ホールポストなどを使用して、ゴルフのよう

にボールをクラブで打ち、ホールインするまでの打数を競うス

ポーツです。子どもから高齢者まで、すべての人が楽しくプレー

することができます。ルールはすごく簡単。一度プレーをすれ

ば、すぐに覚えられるので初心者でも大丈夫。ぜひ一度体験し

てみてください。

【グラウンド・ゴルフ協会】

・練習日時：毎週 火・金曜 

　　　　　  午前 9時～正午

・場所：水原野球場

大会結果

阿賀野市親子グラウンド・ゴルフ大会

開催日＝ 8 月 22 日（日）

会場＝水原野球場　申込締切＝ 8 月 15 日（日）

「自分でも信じられないく

らい、良い成績でした」

大会案内
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888

　
　
　

水
原
代
官
所
略
記

 

　

「
水
原
ま
つ
り
」
で
の
代
官
行
列
が
今
年
も
行

わ
れ
ま
す
。
今
年
の
代
官
は
十
五
代
『
大お

お

草く
さ

太た

郎ろ
う

左ざ

衛え

門も
ん

』
と
な
る
よ
う
で
す
。
ご
承
知
の
皆
さ
ん

も
多
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
代
官
行
列

と
い
う
も
の
は
無
く
、
祭
り
行
事
の
一
つ
と
い
う

こ
と
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
機
会
に

大
ま
か
に
代
官
所
と
代
官
に
つ
い
て
触
れ
て
み
ま

す
。

　

江
戸
時
代
に
は
「
藩
」
の
治
め
る
地
域
と
幕
府

が
直
接
治
め
る
地
域
（
直

ち
ょ
っ

轄か
つ

領り
ょ
う

）
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
奉
行
所
や
代
官
所
が
あ
り
、
奉
行
、

代
官
が
任
命
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
阿
賀

野
市
も
延え

ん

享き
ょ
う

３
年
（
１
７
４
６
年
）
か
ら
、
そ
れ

ま
で
の
新
発
田
藩
領
か
ら
ほ
ぼ
全
域
が
幕
府
の
直

轄
領
と
な
り
、
水
原
に
代
官
所
が
お
か
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
「
天て

ん

領り
ょ
う

」
と
い
う
言

葉
を
聞
き
ま
す

が
、
こ
れ
は
通

称
で
、
正
式
な

名
称
は
、
幕
府

直
轄
領
と
藩
領

で
す
。
な
ぜ
、

幕
府
は
直
轄
領

と
し
た
の
か
、

い
く
つ
か
の
要

因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
新
田
開
発
に
よ

り
新
た
な
田
地
が
増
え
て
年
貢
米
が
多
く
確
保
で

き
、
量
に
加
え
て
安
定
し
た
確
保
が
で
き
た
地
域

で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
の
年
に
よ
っ
て
、
年
貢
米
の
実
質
確
保

量
が
異
な
っ
て
い
て
は
困
る
わ
け
で
す
か
ら
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
水
原
代
官
は
、
明
治
と
な
る

慶け
い

応お
う

４
年
（
１
８
６
８
年
）
ま
で
続
き
、
代
官
は

二
十
二
代
を
数
え
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
江
戸
以
外
の
地
に
お
か

れ
た
奉
行
所
や
代
官
所
に
赴
任
す
る
奉
行
や
代
官

は
『
遠お

ん

国ご
く

奉ぶ

行ぎ
ょ
う

』『
遠
国
代だ

い

官か
ん

』
と
い
い
、『
遠
国

奉
行
』、
例
え
ば
新
潟
奉
行
、
佐
渡
奉
行
な
ど
は

老
中
の
支
配
下
で
、
石
高
や
身
分
が
高
か
っ
た
の

で
す
が
、比
べ
て
『
遠
国
代
官
』
は
役
料
１
５
０
俵
、

『
御お

目め

見み

え
以
下
』
と
い
う
身
分
の
御ご

家け

人に
ん

が
就

く
役
職
で
、
江
戸
の
勘
定
奉
行
の
支
配
下
で
し
た
。

二
つ
の
代
官
所
の
代
官
を
兼
務
し
て
一
方
の
赴
任

地
だ
け
に
勤
務
す
る
代
官
も
い
ま
し
た
が
、
後
期

は
必
ず
赴
任
地
に
行
く
こ
と
と
決
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
代
官
所
に
は
実
務
に
当
た
る
役
人

た
ち
が
い
た
た
め
、
代
官
の
実
務
上
の
負
担
は
そ

れ
ほ
ど
多
く
な
い
の
が
通
常
で
あ
り
、
権
限
も
少

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
い
わ
ゆ
る
、
テ
レ
ビ
な
ど

で
の
代
官
と
実
際
の
代
官
は
相
当
開
き
が
あ
る
よ

う
で
す
。
任
期
は
短
い
と
数
か
月
、
長
い
と
20
年

と
い
っ
た
場
合
も
あ
り
、
そ
の
地
で
死
亡
す
る
代

官
も
お
り
、
水
原

代
官
の
中
で
も
数

人
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
二
代

代
官
『
男お

谷た
に

彦ひ
こ

四し

郎ろ
う

』
は
、
幕
末
か

ら
明
治
に
活
躍
し

た
勝か

つ

海か
い

舟し
ゅ
う

の
父
で

あ
る
勝
小こ

吉き
ち

の
叔

父
で
す
。
十
九
代

代
官
『
小お

笠が
さ

原わ
ら

信し
ん

助す
け

』
は
、
代
官
所
の
一
室
に
温お

ん

故こ

堂ど
う

と
名
づ
け
た

学
問
所
を
開
設
し
た
り
、
現
在
に
続
く
こ
の
地
で

の
教
育
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
文
化
行
政
係
・
記
）

涯涯涯涯生 習習習習習習習習習のス メ習習習学 ス
■生涯学習のススメ

●おはなしこんにちは
☆と　き　8月 12 日（木）午前 10 時 30 分～
☆ところ　水原図書館「絵本のコーナー」☎ 62-2028

●おはなしのじかん
☆と　き　毎週土曜日　午後 2時～
☆ところ　市立図書館　☎ 67-2500

　水原図書館でいつも本をかりて読んでいま
す。いっぱい本があってうれしいです。
　3年生になってからは、かいだんレストラン
にむちゅうです。かいだんレストランの 2巻

の中で、一番たのしかっ
たのは、「あのねこはわ
たし」です。3巻では、「と
うげの一けん家」がおも
しろかったです。
　「とうげの一けん家」
のお話は、大あらしの夜
中に、ひとりの男が、頭
から足の先まで ずぶぬ
れに なって「とめてほ
しい」と言ってきます。

でも、じつは、その男は、若い女の人をころし
ていたのです。おじいさんの目には、見えな
かったけど、まごには、血だらけの おねえちゃ
んが男の せなかに おんぶされて、こわい目を
して、こっちを にらんで いるのが見えていま
した。まごが あんまり泣くので、おじいさん
は その男を とめなかったのですが、それで私
は よかったと思いました。
　お話は、みんな こわいのですが、でもつい
つい読んでしまいます。これからもたくさんの
「かいだんレストラン」を読みたいと思います。

★この本は市立・水原・笹神図書館にあります★

阿
賀
野
市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー 

電
話
相
談 

☎
62
‐
１
２
３
４
（
月
〜
金
、
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

ブックレビュー
～わたしの好きな一冊～市民

　　『怪談レストラン』　　　
　　怪談レストラン編集委員会／著

吉田真子さん（安野小 3年）　
わたしの
好きな
一冊

「わたしの好きな一冊」寄稿者募集！！
　あなたの好きな本を紹介してみませんか。
◆ 各図書館に備え付けの原稿用紙に、200～400
字で寄稿してください。

◆ 応募多数の場合は、広報に掲載できないこと
もあります。掲載できなかったものは各図書
館の特設ブースに掲示します。

阿賀野市プログラム

◆詳しくは、市立図書館へ問い合わせを。

　

水
中
で
の
運
動
は
、

年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
め

る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
、
多
く
の
人
た
ち
に

愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
水
中
で
の
運
動
」

を
「
泳
ぐ
」
だ
け
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
ス
イ

ミ
ン
グ
（
水
泳
）
の
ほ

か
に
も
、
ア
ク
ア
ビ
ク

ス
（
水
の
中
で
ジ
ャ
ン
プ
し
た
り
、
歩
い
た
り
す

る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
）
や
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
（
水

の
中
を
歩
く
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
水
中
運

動
は
、
ほ
か
の
運
動
よ
り
も
、
け
が
が
比
較
的
少

な
く
、
体
に
加
わ
る
衝
撃
を
「
水
」
と
い
う
ク
ッ

シ
ョ
ン
が
守
っ
て
く
れ
る
の
が
特
長
で
す
。

　

「
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
や
「
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
」

は
顔
を
水
に
つ
け
な
い
た
め
、
泳
げ
な
い
人
で
も

大
丈
夫
。
陸
よ
り
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
大
き
い
の

で
、
ぜ
ひ
体
力
づ
く
り
の
一
手
段
と
し
て
Ｂ
＆
Ｇ

プ
ー
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

小
学
生
男
子
Ｙ
の
携
帯
電
話
に
届

い
た
間
違
い
メ
ー
ル
。
緊
急
の
用

件
だ
っ
た
た
め
親
切
に
返
信
す
る

と
、い
か
が
わ
し
い
メ
ー
ル
や
架
空
請
求
の
メ
ー

ル
が
次
々
に
届
く
よ
う
に
な
る
。
姉
の
Ｋ
の
携

帯
電
話
に
は
無
料
の
占
い
サ
イ
ト
を
利
用
し
た

こ
と
か
ら
高
額
の
請
求
が
…
。
子
ど
も
た
ち
の

ト
ラ
ブ
ル
を
知
っ
た
母
親
は
消

※

費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
。
ネ
ッ
ト
に
仕
掛
け
ら
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
罠わ

な

を
教
え
て
も
ら
い
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
な
ど
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
や
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
の
重
要
性
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
う
。

親
友
の
Ｔ
子
が
メ
ル
友
に
会
う
こ

と
を
知
っ
た
Ａ
子
。
自
分
も
プ
ロ

フ
で
絡
ん
で
い
る
女
の
子
に
会
お

う
と
誘
っ
て
み
る
が
、
ネ
ッ
ト
の
ル
ー
ル
違
反

だ
と
あ
っ
さ
り
断
ら
れ
る
。
頭
に
き
た
Ａ
子
は
、

ネ
ッ
ト
上
で
暴
言
を
吐
き
続
け
て
し
ま
う
。
す

る
と
相
手
が
実
は
男
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。
Ａ

子
は
ネ
ッ
ト
の
相
手
に
会
う
こ
と
の
危
険
性
を

痛
感
し
、
Ｔ
子
を
止
め
に
向
か
う
。
Ａ
子
に
説

得
さ
れ
た
Ｔ
子
が
メ
ル
友
に
「
会
わ
な
い
」
と

メ
ー
ル
す
る
と
、
脅
迫
じ
み
た
恐
ろ
し
い
メ
ー

ル
が
返
っ
て
き
た
。

大
人
の
無
関
心
が
、
子
ど
も
を
た
っ
た
一
人
で

「
危
険
」
と
対た

い

峙じ

さ
せ
て
い
ま
す

　

親
が
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
、
携
帯
電
話
の

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
必
ず
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と
は
出
会
い
系
な
ど
の
有
害

サ
イ
ト
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。

　

で
も
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
に
頼
り
す
ぎ
な
い

で
！ 

新
潟
県
内
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
性
犯
罪
の
う
ち
、
6
割
が
出
会
い

系
以
外
の
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
携
帯
電
話
利
用
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
自

身
が
「
人
間
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
と
な
り
、
責

任
を
持
っ
て
管
理
し
て
、
適
切
に
活
用
す
る
能

力
を
習
得
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○ 
子
ど
も
の
マ
イ
メ
ニ
ュ
ー
は
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

○ 

利
用
料
金
は
あ
ら
か
じ
め
限
度
額
を
決
め

て
、
セ
ッ
ト
し
て
お
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

☆ 

携
帯
電
話
に
潜
む
危
険
に
つ
い
て
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

が
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
。
ご
覧
に
な
り

た
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

阿賀野市教育委員会・生涯学習課

☎ 62-5322（笹神支所内）

マナビィ
©石ノ森章太郎

♥ワクワク子育て37 《家事を手伝わせたら、子どもがしっかりしてきた》子どもたちの自己中心的な言動や自立の遅れの背景には、自己責任の
考え方が身についていないことがあります。とかく親は子どもを甘やかしがちで、しつけがなされないことが多いようです。お手伝いは、生きてい

く上で最低限必要な家事を学ぶ第一歩。買い物や整理整頓ができるようになることは自信にもつながります。 ----- 文科省 家庭教育手帳新潟県版から -----

連載53 施設紹介：市立図書館「創作室」

　市立図書館の「創作室」は、工作会、学習

会、講座などに使用できます。夏休み期間中（7

月 24 日～ 8 月 31 日の開館日）は、児童・生

徒を対象に「学習室」としても開放しています。

（利用時間：午前 9時 30 分～午後 5時）

阿
賀
野
市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー 

電
話
相
談 

☎
62
‐
１
２
３
４
（
月
〜
金
、
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル

夏
休
み
〜
ケ
ー
タ
イ
に
潜
む
危
険
〜

8
30

まで

所
在
地

問
い
合
わ
せ

施
設
状
況

開
館
時
間

利
用
料

阿
賀
野
市
寺
社
甲
３
９
１
３
‐
27

午
前
9
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
5
時

※
月
曜
休
館

高
校
生
以
上
２
０
０
円
、

小
中
学
生
１
０
０
円
、
幼
児
無
料

25
ｍ
×
13
ｍ
プ
ー
ル
（
1
）

10
ｍ
×
6
ｍ
プ
ー
ル
（
1
）
※
深
さ
60
㎝

安
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
68
‐
５
６
０
６

　

夏
休
み
は
、
外
で
遊
ぶ
時
間
や
場
所
、
行
動
範
囲
や
仲
間
、
遊
び
の

内
容
な
ど
、
い
つ
も
と
少
し
違
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
甘
い
誘
惑

や
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
も
…
。
特
に
最
近
は
、
携
帯

電
話
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
事
例
を
踏
ま
え
、
家
庭

で
も
う
一
度
危
険
の
回
避
方
法
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

♠事例1♠事例2

今すぐ
サイト利用料を
　払え！

歴
史
豆
知
識 

〜
歴
史
あ
れ
こ
れ
〜

▲水原代官所平面図
　（明治期の写し）



平成 22年 8月号 3031 平成 22年 8月号

皆さんからのご意
見・ご感想・イラ
ストなどをお待ち
しています。

明るく楽しいダンスの先生

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪

〔Ａのタネ〕
①  なす、ピーマンはみじん切りにす

る。なすは塩で軽くもみ、しぼる。

②  ひき肉に調味料とすりおろした

にんにくを加えよく混ぜる。

③  ①を加え、ぎょうざの皮に包む。

〔Ｂのタネ〕

・  トマトは小さめの乱切り、玉ねぎ

はみじん切りにする。チーズとバ

ジルを混ぜ、ぎょうざの皮に包む。

Ａ・Ｂともに油を熱したフライパン

で、蒸し焼きにする。

〔ソース〕

・  きゅうりをすりおろして軽くしぼ

り、酢とラー油を混ぜる。

夏野菜ぎょうざ　きゅうりのピリ辛ソース添え

【材料】（4人分）

Ａ： なす（1個）、ピーマン（2個）、ひ
き肉（60g）、にんにく〔すりおろす〕
（2かけ）、オイスターソース（大さ
じ1）、塩（1g）、こしょう（少々）

Ｂ： トマト（小1/2個）、玉ねぎ（50g）、
　　ピザチーズ（40g）、バジル〔粉末〕（適量）、
　　 サラダ油（大さじ1）、ぎょうざの
皮〔大判〕（16枚…A・Bに 8枚ずつ）

ソース： きゅうり（1/2本）、酢（大さじ1）、
ラー油（少々）

　夏野菜を使った新しいアレンジメニューです。
夏野菜がたくさんとれるこれからの時期に作って
みてはいかがですか？

食生活改善推進
委員がメニュー
を紹介します

心
も
体
も
、
元
気
に
明
る
く

P.N ベリーさんP.N レッツ乾杯さん

● 

後
期
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
し
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
若
い
つ
も
り
で

い
た
の
で
す
が
…
。
せ
め
て
見
た

目
は
若
さ
を
保
て
る
よ
う
、
背
筋

を
ピ
ン
と
軽
快
に
歩
き
た
い
！

（
70
代
・
女
性
）

☆ 

見
た
目
年
齢
が
実
年
齢
を
上
回
ら

な
い
よ
う
、
私
も
背
筋
を
伸
ば
す

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
す
！  

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

三
角
だ
る
ま
が
も
っ
と
有
名
に

な
っ
て
、
新
潟
県
の
特
産
品
と

い
っ
た
ら
「
三
角
だ
る
ま
」
と
い

う
日
が
く
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。　
　
　

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

●  

私
の
住
む
地
域
が
大
好
き
で
す
。

こ
ち
ら
へ
移
っ
て
何
年
に
も
な

り
ま
す
が
、
地
名
や
場
所
が
分

か
ら
ず
、
市
営
バ
ス
を
利
用
し

て
通
っ
た
こ
と
も
な
い
地
区
に

行
き
、「
こ
こ
が
広
報
に
載
っ
て

い
た
場
所
だ
」
と
バ
ス
の
中
で

つ
ぶ
や
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
い
ろ
い
ろ
な
場
所
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。　

（
60
代
・
女
性
）

☆ 

阿
賀
野
市
も
本
当
に
広
い
で
す
よ

ね
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
地
域
を

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
！ 

阿
賀
野
市
は
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん

で
、
輝
い
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が

た
く
さ
ん
い
て
素
晴
ら
し
い
で
す

ね
。
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。　
　
　

（
40
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

読
書
好
き
な
私
は
「
わ
た
し
の
好

き
な
一
冊
」
を
読
み
ま
す
。
私
も

投
稿
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た

が
、
文
章
を
書
く
の
が
苦
手
な
の

で
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
便
利
だ

と
思
い
ま
し
た
。
時
間
が
で
き
た

ら
作
り
に
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。　
　
　
　

（
20
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

毎
回
、
写
真
を
楽
し
み
に
見
て
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
写
真
を
も
っ

と
も
っ
と
載
せ
て
欲
し
い
で
す
。

（
30
代
・
女
性
）

☆ 

写
真
を
通
し
て
阿
賀
野
市
の
魅
力

を
も
っ
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
！　

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 
総
合
健
診
の
記
事
を
読
ん
で
、
自

分
の
体
を
守
る
た
め
忘
れ
ず
に
受

診
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
保
育

ル
ー
ム
も
あ
る
の
で
、
幼
い
子
を

持
つ
親
と
し
て
は
本
当
に
助
か
り

ま
す
。
成
人
歯
科
健
診
も
こ
れ
を

機
に
受
け
て
み
よ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。　
　
　
　

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

い
ざ
な
ぎ
君
を
い
つ
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。　

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ク
イ
ズ
や
わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ

が
楽
し
み
で
す
。（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

表
紙
の
写
真
を
見
て
、
初
め
て

じ
ゅ
ん
さ
い
池
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
緑
い
っ
ぱ
い
の
自
然
に
囲
ま

れ
た
と
て
も
ス
テ
キ
な
場
所
で
し

た
。
来
年
は
ぜ
ひ
摘
み
取
り
作
業

を
見
て
み
た
い
で
す
！

　
　

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

も
う
一
匹
の
家
族
の
「
さ
く
ら
」

ち
ゃ
ん
が
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。

う
ち
の
犬
も
も
う
ち
ょ
っ
と
お
利

口
さ
ん
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。　
　
　
　

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

総
合
健
診
は
毎
年
受
け
て
い
ま

す
。
少
な
い
料
金
で
受
診
で
き
、

こ
の
機
会
を
逃
し
た
ら
損
で
す
。

皆
さ
ん
も
受
け
た
方
が
絶
対
に
い

い
で
す
ヨ
。　
　
　

（
40
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

東
京
に
住
ん
で
い
ま
す
。
毎
号
楽

し
く
、
懐
か
し
く
読
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。　

（
70
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

水
原
郷
病
院
の
公
設
民
営
化
の
記

事
を
読
ん
で
、
市
民
に
愛
さ
れ
る

病
院
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
30
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

う
ぶ
ご
え
に
知
人
の
赤
ち
ゃ
ん
の

名
前
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
う
れ

し
い
で
す
ね
。　

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

い
つ
も
豊
富
な
地
域
の
情
報
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

（
10
代
・
男
性
）

P.N ウイングさんP.N だっふぃーさん

（1人分の栄養価（ぎょうざ4個）…エネ
ルギー 218kcal、カルシウム 154mg）

ブルーフェアリー（エアロビクスほか）
活動日：木、金曜　午後 7時 30 分～ 8時 30 分

場　所：笹神体育館「多目的ホール」

会員数：20 人　　対　象：どなたでも

協力金：2,500円（4回分）～3,500円（8回分）

連絡先：小林田
た え こ

恵子  ☎ 090‐2975‐8934

◇
活
動
内
容

　
「
ブ
ル
ー
フ
ェ
ア
リ
ー
」
で
は
、
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
を
中
心
と
し
た
有
酸
素
運
動

を
行
い
、
毎
回
、
1
時
間
の
メ
ニ
ュ
ー

で
気
持
ち
の
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
木
曜
と
金
曜
。
会
員
が
ど
ち

ら
か
都
合
の
よ
い
曜
日
を
選
ん
で
集
ま

り
ま
す
。
冬
の
吹
雪
の
日
な
ど
は
誰

も
集
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と

か
。
そ
ん
な
し
ば
り
の
な
い
自
由
な
雰

囲
気
が
、
無
理
な
く
楽
し
く
続
け
て
い

け
る
秘
訣
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
は
、
呼
吸
を
意
識

し
な
が
ら
音
楽
に
合
わ
せ
て
ス
テ
ッ
プ

を
踏
み
、
ヒ
ッ
プ
ラ
イ
ン
や
太
も
も
な

ど
、
女
性
が
特
に
気
に
な
る
部
分
の
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
を
た
く
さ
ん
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

◇
も
っ
と
教
え
て
！

　

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
の
は
小
林
田

恵
子
さ
ん
（
大
室
）。
元
気
に
明
る
く
、

一
人
一
人
に
目
を
配
り
な
が
ら
、
丁
寧

に
体
の
動
き
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

「
長
く
続
け
る
こ
と
が
大
切
。
続
け

る
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
効
果
が
で
て

き
ま
す
。
体
だ
け
で
は
な
く
、
ス
ト
レ

ス
発
散
に
も
効
果
的
」
と
小
林
さ
ん
。

会
員
か
ら
も
「
体
調
が
よ
く
な
っ
た
」

「
体
が
ひ
き
し
ま
っ
た
」「
な
ぜ
か
背
が

伸
び
た
」
な
ど
の
う
れ
し
い
声
が
。

　

暑
い
夏
、
体
を
動
か
し
、
心
も
体
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。
無
料
体

験
も
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

二の腕を引き締める
エクササイズ

エアロビクスでシェイプアップ！

下田 奈津美さん（緑町・28 歳）
子どもが好き！ダンスが好き！
　「趣味はダンス！」と笑顔で答えるダ
ンスの先生、下田さん。しかし、もとも
とはダンスが苦手だったとか。
　高校時代、陸上部に所属していた下
田さんは新潟市内の専門学校へ進学しま
す。体を動かす事はもちろん、子どもも
好きだったことから、子どもを対象にし
たマット運動やレクリエーションなどを
勉強する「チャイルドスポーツコース」
を選択。そんな中、学校に来ていた非常
勤講師のもとで、子どもたちと触れ合う
活動をすることに。「人に対しての感謝の
気持ちという一番大切なことを教えても
らった」活動の中で、ヒップホップダン
スと出会います。その後、一緒に活動し
ていた専門学校時代からの仲間と共に独
立。子どもにダンスを教えるため『ラビッ
トクラブ』をたちあげます。ダンスの魅
力は「年齢に関係なく、みんなで楽しめ
るところ。苦手かも…と思っても、やっ
てみると楽しいんです！」苦手だったは
ずのダンスが「今はとても楽しい」とい
う下田さんの言葉には説得力があります。

ダンスを通してみんなを明るく
　縁あって阿賀野市に住むことになった
下田さんに市の印象を伺うと「カエルが
多い！（笑）あとは、新潟市に住んでい
たころは近所の人と交流がなかったので
すが、阿賀野市に来てからは近所の人と
笑顔であいさつができてうれしいです」
という答えが返ってきました。
　今後の目標は「一緒に活動している２人
の先生をとても尊敬、信頼しています。その
２人と、一緒についてきてくれるメンバーと、
ダンスを通じてみんなを明るくしていく」こ
と。真夏の日差しのように明るい下田さん。
そこにダンスのパワーが重なることで、多
くの人が明るく、笑顔になれることでしょう。
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● 

今
月
は 

田た

山や
ま 

で
す 

●

地
域
交
流
の
場

　

国
道
49
号
を
新
潟
市
方
面
へ
向
か
い
、

京
ヶ
瀬
支
所
か
ら
約
７
０
０
ｍ
ほ
ど

行
っ
た
右
側
に
広
が
る
地
域
が
田
山
で
、

京
ヶ
瀬
地
区
有
数
の
耕
地
面
積
を
保
有

す
る
農
村
集
落
で
す
。
地
域
の
南
側
す

ぐ
近
く
に
は
、
国
道
49
号
阿
賀
野
バ
イ

パ
ス
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
話
し
合
い
や
地
域
活
動
の
場

と
し
て
、
田
山
集
落
セ
ン
タ
ー
が
国
等

の
補
助
を
受
け
、
昭
和
54
年
に
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
以
前
に
も
何
度
か
「
み
ん

な
で
集
ま
れ
る
場
が
ほ
し
い
」
と
地
域

の
熱
い
声
が
行
政
に
寄
せ
ら
れ
た
こ
と

も
あ
っ
た
そ
う
で
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
の

完
成
は
地
域
の
願
い
で
も
あ
り
大
き
な

喜
び
で
も
あ
り
ま
し
た
。
地
元
の
婦
人

部
で
は
、
セ
ン
タ
ー
を
使
う
人
誰
も
が

愛
着
を
持
っ
て
気
持
ち
よ
く
使
用
で
き

る
よ
う
に
、
毎
月
1
回
定
期
的
に
施
設

の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
か
ら

親
し
ま
れ
、
大
切
に
さ
れ
て
い
る
セ
ン

タ
ー
。
気
兼
ね
な
く
心
ゆ
く
ま
で
利
用

で
き
る
と
し
て
、
お
年
寄
り
か
ら
小
さ

な
子
ど
も
た
ち
ま
で
多
く
の
人
の
親
睦

や
交
流
を
深
め
あ
う
場
と
な
っ
て
い
ま

■世帯数 24
■人　口 113

（7月 1日現在）

京ヶ瀬・京和荘から市営バス駒

林支線で約11分（田山「小泉

自動車裏」、田山「泉宅前」下車）

田山集落センター竣功記念（昭和 54 年）

す
。

十
二
神
社
祭
礼

　

田
山
で
は
、
五
穀
豊
穣
や
地
域
の
無

病
息
災
な
ど
を
願
う
鎮
守
十
二
神
社
の

祭
礼
を
、
春
と
秋
の
年
2
回
行
っ
て
い

ま
す
。
春
祭
り
は
4
月
22
日
、
秋
祭
り

は
8
月
22
日
と
祭
日
は
決
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
氏う

じ

子こ

全
員
が
参
加
し
ま
す
。
祭さ

い

祀し

は
午
前
中
に
終
わ
り
、
引
き
続
き
直な

お

会ら
い

が
集
落
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

直
会
で
の
四よ

方も

山や
ま

話
は
尽
き
る
こ
と
な

く
、
良
き
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
秋
祭
り
に
合
わ
せ
住
民
み

ん
な
で
楽
し
も
う
と
、
盆
踊
り
や
カ
ラ

オ
ケ
大
会
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

地
域
で
稲
作
技
術
の
向
上
を

　

地
域
で
は
、
昭
和
50
年
代
後
半
か
ら

60
年
代
前
半
に
か
け
て
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
な

ど
良
質
米
の
作
付
け
拡
大
と
多
収
穫
を

目
指
し
、
農
業
技
術
の
向
上
に
励
む
地
域

独
自
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

農
協
や
県
農
業
改
良
普
及
所
か
ら
の
指

導
を
得
な
が
ら
、
育
苗
ハ
ウ
ス
の
巡
回
か

ら
水
稲
の
栽
培
管
理
、
収
穫
期
の
坪
刈
り

作
業
な
ど
年
間
を
通
じ
実
施
し
ま
し
た
。

収
穫
が
終
わ
っ
て
か
ら
は
年
間
の
反
省

会
を
開
き
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
人
に

は
表
彰
を
行
う
な
ど
、
互
い
に
批
評
し
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

に
努
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
米
の
生
産
調
整
が
強
化

さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
諸
事
情
か
ら
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
宝
で
あ
る

ま
と
ま
り
の
良
さ
と
高
い
勤
労
意
欲
、

そ
し
て
み
ん
な
で
支
え
助
け
合
う
心
は

今
も
大
事
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

（
取
材
協
力
＝
伊
藤
正
博
さ
ん
、
伊
藤
孝
さ

ん
ほ
か
9
人
）

　

「
政
治
屋
（
ポ
リ
テ
ィ
シ
ャ
ン
）

は
次
の
選
挙
を
、
政
治
家
（
ス
テ
ー

ツ
マ
ン
）
は
次
の
世
代
を
考
え
る
」

（
19
世
紀
の
米
国
牧
師
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

Ｆ
・
ク
ラ
ー
ク
の
言
葉
）

　

先
月
11
日
に
執
行
さ
れ
た
第
22
回

参
議
院
議
員
選
挙
は
与
党
民
主
党
の

敗
北
と
い
う
結
果
で
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。
一
方
、
野
党
の
自
民

党
は
改
選
議
席
を
大
幅
に

増
や
し
改
選
第
１
党
と
な

り
、
み
ん
な
の
党
も
ゼ
ロ

か
ら
10
議
席
を
獲
得
し
、

参
議
院
に
お
い
て
は
公
明

党
に
次
ぐ
第
4
の
勢
力
と

な
り
ま
し
た
。

　

民
主
党
の
大
敗
に
つ
い

て
、
菅
総
理
の
唐
突
な

消
費
税
の
増
税
発
言
だ
と

か
、
バ
ラ
マ
キ
政
策
に
対

す
る
評
価
だ
と
か
、
各
種

メ
デ
ィ
ア
を
中
心
に
敗
因

分
析
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
政
党
政
治
に

お
い
て
は
、
与
党
は
政
権
を
維
持
・

強
化
す
る
た
め
に
、
野
党
は
政
権
を

獲
得
す
る
た
め
、
選
挙
に
よ
る
議
席

獲
得
が
至
上
命
令
と
な
り
ま
す
。
し

か
し
選
挙
至
上
主
義
は
、
政
治
屋
を

横
行
さ
せ
、
衆

し
ゅ
う
ぐ愚

政
治
へ
と
向
か
わ

せ
る
危
険
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

　

真
の
政
治
的
解
決
を
回
避
す
る
政

治
屋
が
打
ち
出
す
政
策
は
、
複
雑
な

政
治
的
争
点
を
単
純
化
し
、
い
た
ず

ら
に
民
衆
の
人
気
取
り
を
意
識
し
た

も
の
と
な
り
ま
す
。
一
方
、
情
報
化

の
進
展
に
伴
っ
て
増
え
た
無
記
名
で

無
責
任
な
世
論
に
さ
ら
さ
れ
た
有
権

者
は
自
身
の
政
治
的
立
場
が
分
か
ら

な
く
な
り
、
選
挙
に
無
関
心
に
な
っ

た
り
、
他
人
思
考
や
過
剰
適
合
で
投

票
す
る
無
党
派
層
と
な
っ

た
り
と
、
政
治
動
向
を
左

右
す
る
大
き
な
勢
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
の
日
本
の

政
治
が
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
真
の
課
題
は
、

短
期
的
な
バ
ラ
マ
キ
政
策

で
は
な
く
、
税
財
政
改
革
、

成
熟
し
た
経
済
へ
の
対
応
、

少
子
高
齢
化
、
環
境
問
題
、

安
全
保
障
な
ど
時
間
の
か

か
る
困
難
な
も
の
ば
か
り

で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
今
の
日

本
の
政
治
に
求
め
ら
れ
て

い
る
指
導
者
は
、
痛
み
を
隠
し
目
先

の
利
益
を
ち
ら
つ
か
せ
な
が
ら
現
役

世
代
に
こ
び
を
う
る
「
政
治
屋
」
で

は
な
く
、
今
は
苦
し
み
や
痛
み
で

あ
っ
て
も
将
来
世
代
の
幸
福
に
つ
な

が
る
課
題
に
果
敢
に
挑
む
「
政
治
家
」

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
政
治
屋
と
政
治
家
」

市長エッセー

いちごいちえ

田 山
東

西

南

北

★ 7月号の正解は次のとおりです。★ ☆応募の方法など ☆

　水原公民館にやってきた「全国訪問おはなし隊」絵本キャラバンカーの様子です。この写真だけ見るとトラックの中
とは思えませんね。（詳しくは「市内見て歩記」で紹介しています）※左側が修正前、右側が修正後の写真です。

　上の 2つの写真で、5か所だけ左右ちがうところ
があります。問題の答えと 8月号の感想などを書い
て、住所・氏名・年齢・電話番号を記入し、ハガキ
か FAX、E メールで 8 月 23 日（月）必着で応募く
ださい。ペンネームや匿名での掲載を希望する方は、
その旨をお書きください。（氏名も必ず書いてくだ
さい）正解者の中から抽選で毎月 10 名の方に 500
円の図書カードをプレゼントします。
ＦＡＸ： 0250-62-0281
Ｅメール： kikaku@city.agano.niigata.jp

クイズの答え

住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などをお書
きください。
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　広報あがのでは、皆さんからのご意見ご感想をお待
ちしています。その他、地域の話題や珍しい出来事、
自慢のイラストなど、どしどしお寄せください。

★ 7月号の当選者
・P.N しゅんちゃんママさん   ・石崎香子さん    
・肥田篤志さん   ・P.N まだ小学生さん
・P.N エイトくんさん   ・P.N ぴょんたさん
・P.N ｍａｒoｒｉｎさん   ・P.N ニコちゃんさん
・P.N へちまさん   ・P.N 絹代さん   

《応募総数 50 通　正解 45 通》
ありがとうございました。

▼
今
年
は
梅
雨
明
け
し
た
と
思
っ
た
ら
と
た

ん
に
暑
い
日
が
連
日
続
き
、
夏
本
番
の
到
来

で
す
ね
。
よ
う
や
く
今
月
号
の
編
集
を
終
え
、

汗
を
ふ
き
な
が
ら
編
集
後
記
を
書
い
て
い
ま

す
。
今
年
は
平
年
よ
り
５
日
早
く
梅
雨
明
け

し
た
そ
う
で
す
が
、
毎
日
の
暑
さ
に
ち
ょ
っ

ぴ
り
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
暑
い

夏
は
嫌
い
な
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
汗
を

び
っ
し
ょ
り
か
き
、
汗
を
か
い
た
ら
冷
た
い

飲
み
物
で
喉
を
潤
す
。
こ
れ
が
暑
い
夏
の
最

高
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。 　
　
　

▼
暑
い
、
暑
い
、
あ
つ
〜
い
！ 

連
日
の
暑
さ

対
策
の
た
め
、「
冷
え
冷
え
マ
ッ
ト
」
な
る
も

の
を
購
入
。
こ
れ
は
「
塩
の
結
晶
が
熱
を
吸

収
す
る
」
と
い
う
代
物
で
、
取
材
で
外
か
ら

帰
っ
た
と
き
や
冷
房
が
止
ま
っ
た
残
業
中
の

私
の
体
を
ひ
ん
や
り
と
冷
や
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
な
ぜ
「
塩
」
が
冷
た
く
な
る

の
だ
ろ
う
？ 

仕
組
み
が
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な

い
。
理
科
の
授
業
で
は
塩
が
冷
た
い
な
ん
て

教
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
け
ど
…
。

ま
ぁ
、
冷
た
け
れ
ば
何
で
も
い
い
か
な
！ 

▼
お
腹
が
す
く
と
具
合
が
悪
く
な
る
私
。
お

腹
が
す
く
と
機
嫌
も
悪
く
な
る
私
。
そ
ん
な

時
に
締
め
切
り
を
過
ぎ
た
原
稿
が
来
よ
う
も

の
な
ら
「
食
べ
物
を
持
っ
て
こ
い
！
話
は
そ

れ
か
ら
だ
！
（
怒
）」
と
追
い
返
し
て
い
ま

す
（
う
そ
で
す
）。
い
つ
で
も
食
欲
旺
盛
な

私
は
、
も
ち
ろ
ん
夏
バ
テ
知
ら
ず
！
今
年
も

暑
さ
に
負
け
ず
、
モ
リ
モ
リ
食
べ
て
い
ま
す
。

今
月
の
『
わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
♪
』
の
夏

野
菜
ぎ
ょ
う
ざ
は
、
夏
バ
テ
気
味
の
人
に
も

オ
ス
ス
メ
で
す
。
お
い
し
い
で
す
よ
〜
☆
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【人の動き】 人口 46,457 人（－ 40） 男 22,476 人（－ 17） 女 23,981 人（－ 23） 世帯数 13,745（－ 4)

平成 22 年 7 月 1 日現在（　）は前月比　・出生 29 人・死亡 50 人・転入 46 人・転出 65 人

作 . 伊藤 将俊
もう一話、市のホームページに掲載しています。

　

市
内
見
て
歩
記
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
写
真
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　あっ、こんにちは☆ かんちゃん、今おうちの畑にナスをとり
に行ってきたの。おいしいよ♡ いつもは お友だちと おままご
としたり、プリキュアごっこ したりして遊んでいるの。おうち
にあるジャングルジムに登って遊ぶのも好き！ 高いところでも 
こわくないよ！ だって、はっちゃんのお姉ちゃんだもん♪

佐藤 かりんちゃん（3歳2か月）／七島（パパ直樹さん・ママ千佳さん）

長澤力さん（今板）宅の家族でした

　ぼく「モンタ」。生まれて 2 か月でこ
の家に来て、3 年になるよ。ぼくね、大
好きな家族や顔見知りのお客さんには、
スリッパをくわえて玄関までお出迎え
にいくんだ。ぼくなりの歓迎のしるしさ。
　今年の春、ぼ
くに弟分ができ
たんだ。それが

秋田犬の「秋
あき

」。来たときはぼくよりも
小さかったのに、いつの間にか追い越さ
れちゃって。まだ生後 4 か月なのに負
けちゃいそう…。今は別々にお散歩し
てるんだけど、早く一緒に行きたいなあ。
先輩犬としていろいろ教えてあげるよ☆

　７月初め、白いオタマジャクシが今板の田
んぼで見つかりました。体長は 2～ 3cm ほど
の大きさで、見た目は体が白い以外は普通の
オタマジャクシと変わりません。飼育者も「こ
んなのは初めて」と驚いていました。

　市立図書館ギャラリーに飾られた高さ 8ｍ
もの七夕の竹飾り。上の方は職員が、下の方
は図書館利用者につけてもらいました。見上
げるもよし、ほかの人の願い事をのぞくもよ
し（笑）。いいですなぁ～。

左：はつきちゃん（11 か月）

秋くん

モンタくん

水槽上から

水槽横から


